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UCシリーズの名前の由来
『 Up and Coming（進取的な、将来性のある）』
DX時代を実現するIM&VR
～VRデジタルプラットフォーム～

3次元リアルタイムVRソフトウェアパッケージUC-win/Road

メタバニア F8VPS

Forum Sync（フォーラムシンク） 土木設計UC-1カスタマイズ開発／各種3D、VR、FEMカスタマイズ開発／ハ
ードウェア統合システム開発／AUTOSARTM対応 車載ECU組込開発／受
託Web、クラウドシステム開発／スマートフォンアプリ開発／組込システムサ
ービス／AI開発／ロボット開発／DSソリューション／有人ドローン開発支援

XRソリューション 国産VRCGソフト

3D・VR／ CGエンジニアリングサービス

スパコン解析・データセンター・研究室

良質の情報提供／
HP・SNS

広報誌Up&Coming

評価の高いソフトウェア品質とサポート

セミナー・展示会の開催

メタバース（WebVRプラットフォーム）

データ連携プラットフォーム

NFT

システム開発

2000年のリリースでいちはやくVR市場の開拓に乗り出し、現在は建築・土木に留まら
ず高度な交通・自動車研究等多様なプロジェクトで活用されています。V Rプラットフォ
ームの開発では第8回ものづくり日本大賞経済産業大臣賞を受賞。

点群VRモデリング／3Dモデリング、3D配筋CAD対応VRデータを3Dプリント～
3DS出力対応

HPC（High‐Performance Computing）を利用した大規模な解析・シミュレーショ
ン・CGレンダリングなどのソリューションを提供しています。

●UC-win/Roadサポートシステム
●CG入力支援サービス
●3Dレーザースキャン・モデリングサービス
●3D図面サービス　・3D模型サービス
●浸水氾濫・津波解析
●火災避難解析
●交通解析
●Shade3D実用データ集

解析支援サービス
モデル作成と解析・シミュレーション業務をサポート。データ作成から解析結果の処理・可
視化まで一連の流れがスムーズに行え、3次元FEM解析などが手軽に行える技術サービス。

●地盤解析
●熱伝導解析
●建物エネルギー解析
●FEM解析【Engineer's Studio®解析支援サービス】
●EXODUS／SMARTFIRE解析支援サービス

●海洋津波解析
●風・熱流体解析
●CGレンダリングムービーサービス　
●騒音・音響解析
●クラウド・データセンターサービス

業界最先端の技術によって、
社内のオープンプラットフォー
ム化を強力に推進。最小限の
コストで、クラウド上での開
発・展開からテレワーク、商
品PR・広報まで、DX時代
に必須のバーチャルプラット
フォームシステムをメタバース
として構築します。

ブロックチェーン技術を介し
てあらゆるファイル形式の認
証に対応したNFTを生成し、
契約書、領収書・証明書の発
行にも対応した、安全なプラ
ットフォーム。様々な目的で
のNFTサービス開発・提供に
活用することができ、メタバ
ースとの連携も可能。

国土交通データプラットフォームや地理院地図など、各種GISデータベースと連携
したシステムやソリューションを提供します。

●受託開発
インフラデジタルデータベース橋梁・道路等のインフラデジタルDBシステムによる
サービス提供を進めています。

ユーザの要望に合わせたソフトウェアのカスタマイズとハードウェアの連携によるシス
テム構築を行っています。

BIM/CIM対応統合型3DCGソフト

イラスト自動生成ソフト

Shade3D

F8-AI MANGA

モデリング・レンダリ
ング・アニメーション
から3DCAD・3D
プリントまで対応の
統合型3DCGソフ
ト。直感的なU Iと
高度な表現力によ
り、建築パース、イ
ンテリア・プロダクト
デザインなどの幅広
い用途で活用されて
います。

国産3DゲームエンジンSuite CHIDORI Engine
国産クロスプラット
フォーム3Dゲームエ
ンジン「スイート千鳥
エンジン®」をリリー
ス。非商用個人利
用は無償で、プログ
ラミング教育などでご
利用いただけます。

多様なスタイルや表
現に対応した線画、
ハッチング、スクリー
ントーン、白黒／カ
ラー化などを自動生
成し、高品質な漫
画風画像が生成でき
るAI 搭載システム。

設計者のための開発室に。
エンジニアの仕事がより創造的に、
より豊かになることを目指してソリューション構築をしています。

解析・VR等のソフトウェアパッケージに加えて、 各種支援サービスを用意しています。

先進の技術、最高水準のソリューションを
集めた統合的なシステムとサービスを提案
します

フォーラムエイトは、ソフトウェア開発の力で、　安心・安全の国づくり、街づくりを実現します。

構造解析・断面、橋梁上部工・下部工、基礎工、仮設工、
道路土工、港湾、水工（下水道・上水道・河川）、地盤解析・
改良、維持管理・地震リスク、積算、建築、船舶など

ドローンスクール

FEMソリューション

ウルトラマイクロデータセンター®

土木建築設計CAD UC-1シリーズ

3次元積層プレート・
ケーブルの動的非線形
解析。より現実に近い
高精度な解析により合
理的・経済的な構造設
計を実現。弊社がプレ
処理～計算エンジン～
ポスト処理までの全て
を自社開発した3次元
有限要素法（FEM）解析
プログラムです。

国産の本格的CAEシステムであるFEMLEEG®は、モデル作成から解析評価ま
でを手軽に行なうことができます。ほとんどの操作がマウスのみで行なえ、熟練者
向けにキーボードからのコマンド入力も用意されております。

FEMによる地盤の弾塑性解析（以下、GeoFEAS®）と定常／非定常 飽和－不飽和
浸透流解析（以下、VGFlow®）が可能な地盤数値解析プログラムとなり、下記の問
題などの検討にご利用いただけます。

ドローンスクール大阪なんばは、大阪では初となる常設型のドローン練習コートを有した
駅直結の商業施設内のドローンスクールです。国土交通省「登録講習機関」に認定されて
いる超都心型で大阪の中心地・なんばパークス内に位置し、便利なアクセス、天候に左右
されることなく通えることが特徴です。ドローンの国家資格と民間資格取得のための講習
を提供しています。

ウルトラマイクロデータセンター®（UMDC）は、省スペース・低コストを実現し
つつ、高速度のグラフィック計算に対応しており、3DVRをクラウドサーバー上で
利用するVR-Cloud®などのシステム構築に最適なサーバー機です。ロングタイ
プのPCI-Expressカードに対応し、より高性能なグラフィックカードを使用する
ことが可能です。

フォーラムエイトは1987年の創業以来、土木建築の構造計算や設計CADソフト
を開発・販売しており、復旧仕様準拠、道路橋示方書準拠の土木設計計算ソフト等
もすべて自社開発で提供してきました。この実績に基づいた「UC-1シリーズ」は、
設計・CADシステムを中心に積算、電子納品、維持管理まで多数のラインナップ
が揃い、各種BIM/CIM基準にも順次対応しています。

SUPPORT
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まじもん F8NFTS

Engineer’s Studio®

FEMLEEG®

地盤解析

海外展開とユーザサポート

FORUM8 Design Festival
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官公庁 自治体ソリューション
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UC-win/Roadでリアルに再現した3DVRを基に
浸水・避難シミュレーション構築

Case 01

3D都市モデルを活用し災害可視化、「動くハザードマップ」実現へ

持続可能な自治体へ企業誘致、 
住環境向上およびDX推進に力

熊本県玉名市は2022年度、3D都市モデル
を活用した災害可視化プロジェクトの具体
化に当たり、フォーラムエイトの3Dリア
ルタイムVRソフトウェア「UC-win/Road」
を導入。市の現状をリアルに再現した
3DVRを基に浸水および避難のシミュレー
ションを作成。次なるステップとして、都
市計画やまちづくりに資するデジタルツイ
ン環境構築への展開も予定されています。

立地適正化計画の策定から
「動くハザードマップ」実現へ

今回の取り組みではまず、UC-win/Road
をベースにPLATEAUの3D都市モデルを活
用し市の現状を3DVRでリアルに再現。そ
れを基に浸水および避難のシミュレーショ
ンを作成。破堤や浸水の危険がある箇所を
割り出すとともに、VR体験により地域の
住民に浸水被害を実感してもらい、防災意
識の向上と避難誘導の高度化を図ることが
意図されました。

その完成を受け、市が監修を受ける熊本大
学大学院先端科学研究部の本間里見教授、
藏原市長、庁内関係者、当該地域の一部市
民に向け実証。その際、本間教授が既存の
紙や2Dの静的な（動かない）ハザードマッ
プに対し、今回の3D都市モデル上を刻々
と変化する様子が体感できる成果を「動く
ハザードマップ」と形容。他の参加者から
も従来より直感的に分かりやすかったとい
う評価が得られた、と玉名市建設部都市整
備課の安田氏は述べます。

防災やまちづくりでの一層高度な
活用に向けデジタルツイン構築へ

3D都市モデルを活用した災害可視化に関
する2022年度の成果は防災講話等で利用。
それにより市民の防災意識の醸成やマイタ
イムライン（住民一人ひとりの防災行動計
画）作成の支援ツールとして活用。併せて、
開発した氾濫シミュレーションはストーリー
エディターを用い同市Webサイト上で、また
氾濫解析結果はPLATEAU VIEW上でそれぞ
れ公開する予定 ― と安田氏は説明します。
さらに次年度以降は、3D都市モデル活用

によるデジタルツイン環境の構築にも着
手。具体的には、10万人前後の人出があ
る「髙瀬裏川花しょうぶまつり」にフォー
カス。市内各地にWi-Fiパケットセンサー
を設置し、来訪者の移動経路を計測。取得
した人流データを3D都市モデル上で再
現・分析するとともに、UC-win/Roadに
インポートして3DVRと人流を組み合わせ
ることで現実世界の現象をよりリアルに可
視化。その上で3D空間環境の変化に応じ
たシミュレーション予測を通じ、災害時の
避難誘導などの防災から、施設や構造物の
配置計画など公園管理あるいはまちづく
り、観光振興などの施策に資するツール化
を図っていきたいといいます。
一方、都市整備課の廣川課長補佐はまだ検
討段階としつつ、同駅周辺のインフラ整備
にあたり3D都市モデルやUC-win/Roadの
活用がもたらす可能性に言及。また、都市
整備課の中尾課長はまちなかの再開発にお
けるそれらの利用効果にも注目。安田氏の
ノウハウを他の職員にも広げていってもら
いたいとの考えを示します。
（記事内容は2023年のものです）

3D都市モデルを活用した3DVR空間上に浸水範囲や
水位の状況の変化をリアルタイムに表現することによ
り災害リスクを可視化

想定し得る最大規模の降雨に対し、仮に堤防が決壊し水があふれだした場合の浸水範囲や浸水深の変化を時刻歴でシミュレーション

熊本県 玉名市 秋田県産業技術センター /秋田大学USER USER

VRモデル構築システムを活用し
津波迅速避難教育システムを開発

Case 02

秋田市の津波浸水域の街並みをVR化し避難教育に役立てる

津波来襲に対して迅速な避難学習が
可能なシステムを構築

東日本大震災では、津波の襲来時に迅速に
避難できた地域とそうでない地域で人的な
被害に差がありました。このため、今後予
想される秋田県沿岸地域や東南海地震など
大規模な震災に伴う津波来襲時の人的被害
を最小限にとどめるための実践的な避難教
育ツールが求められていました。
このように、海底地震発生に伴い津波来襲
が危惧される地域において、どのように迅
速避難すべきかを学習できる避難教育シス
テムを秋田県産業技術センター /秋田大学
が導入した事例となります。フォーラムエ
イトが持つソリューションUC-win/Road
を活用して、秋田市の津波浸水域の街並み
をVR化し、津波がどのように遡上してく
るのかを体験できるため、住民にとって親
和性の高いシステムとなります。

UC-win/Roadを活用して
デジタルシティVRプラットフォーム化

同システムはVR都市モデルを構築し、交
通シミュレーションやハザードマップ、避
難ルート等と連携させることで、災害時の
避難計画や渋滞予測、物流ルート計画等に
おいて、より現実的で多角的な視点での検
討が可能となります。昨今の自然災害は、
被害が複合化・甚大化する傾向にあります
が、様々な分野を横断的に結び付けるプラ
ットフォームとなる本システムを提供し、
都市計画、ハザードマップ作成、防災・避
難教育等に広く活用することで、持続可能
で強靱な国土とインフラ整備など幅広く活
用が可能なシステムとなります。
また、作成した都市モデルはクラウドシス
テムを通して公開している。また、VRソ
フトの機能改訂に合わせて既存のモデルを
更新し、継続的にデータの高度化を図って
います。

秋田市の避難計画と連携し
現実的で多角的な視点を盛り込む

秋田市のこちらの事例では、津波がどこか
ら、どのような勢いで流れてくるかをイメ
ージトレーニングする教育プログラムを開
発。住民等の迅速な避難行動、避難誘導を
啓発する教育シミュレーションプログラム
システムを構築しました。
アニメーション「津波迅速避難教育用シミ
ュレーション」を実行すると、このシステ
ムの概要、将来の構想についての説明を見
ることができます。津波解析結果を基にし
た浸水範囲を示し、危機意識を身近に感じ
られるよう、住民の方々が見慣れた道路沿
いを再現しています。津波がどこから、ど
のような勢いで流れてくるのかを知っても
らい、近くに高台が無い場合の津波避難ビ
ルへのルートをイメージし、住民等の迅速
な避難行動、避難誘導に移行させる教育シ
ミュレーションシステムとなります。この
地域をきっかけに、秋田県全域に防災に役
立てられる教育システムを目指すととも
に、津波防災に対する啓発活動に役立てる
ことができると考えています。

秋田市の街並みを再現し、交通シミュレーションやハ
ザードマップ、避難ルート等と連携させることで、災
害時の避難計画や渋滞予測、物流ルート計画等におい
て、より現実的で多角的な視点での検討立案が可能と
なります。

街並みをVRモデル化し、津波発生時の津波の浸水予測や避難経路を見やすいアニメーションで表現。視覚的効果の高い教育プログラムとなっている。
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江戸時代からの輪中地域、伊勢湾台風の被害もあった
ゼロメートル地帯の維持修繕が主要業務

木曽川下流河川事務所は、木曽三川下流部
の河川延長約79㎞をカバー。その一帯は
国内最大級のゼロメートル地帯。堤防が決
壊すれば壊滅的な被害をもたらす恐れがあ
るとされ、江戸時代初期には水害から家や
田畑を守るため輪形に堤防を築く輪中の形
成、近年では伊勢湾台風（1959年）によ
る大きな被害が知られています。
そのような背景から同事務所は1887年、
内務省大阪第四区土木監督署派出所として
設置、2003年からは現行名称へと改称し、
現在、防災・危機管理、地域との連携、
DX（デジタルトランスフォーメーショ
ン）・GX（グリーントランスフォーメーシ
ョン）の推進に力を入れています。
今回お話を伺った管理課は、河川や堤防の
除草や巡視、護岸、排水機場を始めとする

に要する時間の検証も可能。また、一般の
人が触れられるように出来れば自身らの取
り組みのPRにもなる」と考えました。仮
想訓練システムの構築（2023年度）の狙
いです。
同システムは、国道1号の尾張大橋と迂回
路へ誘導する看板設置箇所を含む区間をリ
アルタイムVRで作成。日中と夜間で異な
る視認性や交通量の変化を体感できるよう
意図されています。

河川管理施設の管理など、木曽三川の維持
修繕を主要な業務としています。

既存条件下での水害対策に対応すべく
VR仮装訓練の導入に着想

同事務所管理課河川管理室の藤田純治室長
（管理課長）は、管理を担う事務所として
既存の条件下で大規模水害に備えた当面の
対策が求められたと言います。
具体例のひとつが、越波・越水の恐れがあ
る橋周辺の緊急対策です。大型台風による
高潮を想定し、普段から仮置き場に大型土
のうを保管。いざという時には、事前に周
辺道路に通行止めの予告を出したうえで、
それらの土のうをダンプカーで運び設置。
水防活動終了後は土のうを撤去し、交通規
制を解除するというもの。
一連のプロセスでは河川管理者、道路管理
者、自治体、警察など多様な関係者間での

高潮発生の予報を踏まえ、尾張大橋橋詰部
手前の主要交差点に通行止めの予告看板を
立てて交通を規制。クルマが迂回路へと流
れる様子を再現。
大型土のうの設置・撤去に関しては、左岸
か右岸の複数パターンの中からシナリオを
選択。土のうの仮置き場と橋詰部を担当す
る2名が同時にバックホウを操作できる仕
組みです。
例えば大型土のうを仮置き場から設置場所

共有と連携が重要。そこで2021年頃から、
通行止めの実施・解除や土のうの設置・撤
去に要する時間、作業の役割分担について
検証し、時系列で整理した「タイムライン
（緊急対策行動計画）」を作成。地域住民へ
の周知、大型土のうの設置訓練、タイムラ
イン机上訓練が取り組まれています。
大型土のう設置訓練は、国道1号を実際に
通行止めにして行うことは容易でなく、再
現しきれないなどの制約もあり、VRによ
る仮想訓練の導入が着想されました。

国道１号線を閉鎖せずにVRで時短検討
ゲーム感覚のバックホウ操作も高評価

藤田室長は、「VRで、国道1号通行止めの
様子を単に見るだけでなく、自分でバック
ホウを操作、大型土のうをダンプトラック
に積み込みや設置していくことをゲーム感
覚で出来るようにしたい。そうすれば、作
業の流れを誰もがイメージしやすく、作業

へ運ぶのに要する時間の短縮を図るべく検
討。仮想訓練の結果を反映し、仮置き場を
変更して効果を実現。また、悪天候下の夜
間を想定したシミュレーションでは照明車
の位置による作業効率性の検証も行ってい
ます。
また、「実際に自治体や警察などの関係者、
事務所職員らからゲーム感覚で楽しめイ
メージしやすいと評価されている」とい
います。

木曽三川下流部の防災・
緊急対策向け仮想訓練システム構築

水害対策検討に、大型土のう設置やタイムライン確認に関する訓練手法を模索。
2023年度にフォーラムエイトの3DリアルタイムVRソフトウェア「UC-win/Road」を導入し、
大型土のうの設置や撤去などをVR上で行い、
緊急対策タイムラインに基づく各関係機関の手順や行動内容を確認する
「木曽三川下流部緊急対策実施訓練（仮想訓練）」向けシステムを構築しています。

●大型土のう設置・撤去シミュレーション

●誘導看板の設置・撤去シミュレーション

Case 03

実際に自治体や警察などの関係者、事務所職員らから、
ゲーム感覚で楽しめイメージしやすいと評価されています“

”

UC-win/Roadを用い、バックホウを
バーチャルに操作。土のうの設置・撤去
を行い、工程、時間などを検証。ゲーム
感覚で楽しみながらイメージすることが
できた。複数人で操作可能。

交通量の多い国道１号線を止めることなく、災害対策の通行止めを再現した。看板の設置・撤去作業や、迂回路の交通量変化をシミュレート可能。

管理課河川管理室 

藤田純治室長（管理課長）

今回のシミュレーションを、交通渋滞予測、広域避難実現プロジェク
トなどとリンクによる可能性の広がりにも注目しています。また、各
自治体のハザードマップ情報との連携により、地元住民らの円滑な避
難誘導に繋がるのでは。
さらに、今回のシステムを含め防災や国営公園など様々な情報に、
Webブラウザを介していつでもどこからでもアクセスし関係者間で
共有できるWebVRプラットフォーム「F8VPS」の将来的な利用可能
性も。
3次元管内図のデータを使ってメタバースを構築すれば、よりリアル
な仮想空間の実現に繋がる。そういう活かし方は出来ると思うのです。

WebVRプラットフォーム「F8VPS」導入も視野に
メタバースの構築でリアル仮想空間へも繋がる

藤田藤田純治純治藤田純治純純藤藤 治治田田藤藤 純純 室長（室長（管理課管理課長）長室長（管理課長）理理長長 管管 長理理室室長長 課課

現プロジジェェクククククク現プロジェクククククプ ジ現 クククプ ェ
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視野に野に視野にに視野に視
がるがるがるがるる

緊急対策検討会にVRを導入
作業の流れを可視化、必要時間の検証にも
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盛土規規制法運用開始に伴う堺市DXの取り組みCase 04

「F8VPS」を利用することで、「UC-win/Road」
出力データをWeb上で効率的に共有・管理“

”

令和5年宅地造成及び特定盛土等規制法（通称「盛土規制法」）が改正されました。これを受け
堺市では、業務運用の効率化を目指すため、3D都市モデルを活用したDXシステムを導入するこ
とを決定しました。2つの条件を満足する業者選定に苦慮していたところ、ニーズを深く汲み取
っていただいた株式会社フォーラムエイトが受注し、システム構築をしています。

「① 現地データを立体的に位置情報ごと管理・確認がで
きること」「②過去の申請状況の把握ができること」の2点
を中心に従来の業務運用を効率化

盛土等規制法の改正を受け
課題解決の為にDX導入を決定

令和３年の起こった静岡県熱海市での大雨
での盛土崩壊による土石流災害等、危険な
盛土に関する法規制が十分でないエリアが
存在していることを踏まえ、宅地造成及び
特定盛土等規制法が改正されました。
これを受け大阪府堺市では、規制区域及び
対象の拡大により大幅な職員の業務負担が
予想される、とのことで業務の効率化を目
指すため、3D都市モデルを活用したDXシ
ステムを導入することを決定しました。
　盛土規制法の改正では、おおむね5年ご
とに規制区域内の盛土等を調査すること
（以下、「基礎調査」）が定められました。

本システムでは、「UC-win/Road」を利用
することで現地の3Dスキャンデータと3D
都市モデルの地形データから盛土等の差分
形状を抽出し、視覚的に盛土等の状況を把
握。盛土等の抽出時には盛土規制法に基づ
き、規制対象か否かの判定をシステムが自
動で行います。さらに、抽出した盛土等に
対して基礎調査を含めた現地調査情報を付
加情報として登録。迅速かつ簡単に盛土等
の状況を確認・把握できます。
　サーバー上で盛土等の情報を共有し、
Webブラウザ上で盛土等の状況を視覚的
に確認できるほか、付加情報を活用した検
索機能によって、調査対象を特定できます。
さらに、タブレット端末にて現地での状況
確認やデータ参照をすることにより、調査
業務全体の効率化が可能です。

基礎調査は、盛土等の位置を把握する調査
と盛土等の状況を把握する調査がありま
す。年月が経過するにつれて、データ数が
膨大になり管理コストが膨らむ一方のた
め、位置情報を紐づけて一元的に管理する
ことが必要です。

業務運用の効率化を進める
２つの条件をクリアするシステム

　また堺市では、都市計画法の開発手続き
や建築確認申請が提出されると全件現地調
査を行っております。申請内容把握及び人
材育成の観点からも現地調査は必要と考え
ておりますが、省力化や合理化が必須です。
調査後の打ち合わせで認識の祖語が出ない
ように調査結果を持ち帰る必要がありま

す。
　そこで、「①現地データを立体的に位置
情報ごと管理・確認ができること」「②過
去の申請状況の把握ができること」の2点
をシステム開発の目標とし、業務運用の効
率化を目的としました。
この2つの条件を満足する業者選定に苦慮
していたところ、国土交通省が開発する
「3D都市モデルマッチングイベント」に参
加することになり、イベントでニーズを深
く汲み取っていただいた株式会社フォーラ
ムエイトが受注し、システム構築していま
す。

スキャンデータと地形データから
システムを構築し活用

にでき、調査計画のさらなる最適化や効率
化が期待できます。
　広義には、盛土等に限らず、開発区域周
辺の道路等の状況を含めて点群データを取
得することで、幅広い業務に再利用するこ
とができると考えています。堺市では毎年
約2,000箇所のデータが集まる想定です。
例えば開発や建築の際、どのような整備や
後退を行うべきか、といった具体的にアド
バイスにも対応でき、また災害時等の記録
の保存としても活用できると考えていま
す。
　このように、多様な場面でシステム活用
の可能性や展望が容易に想像できます。き
っかけは盛土規制法運用開始に伴う課題の
解決でしたが、実は、課題の根幹は他の様々
な業務と共通しているのではと感じまし
た。今後は、よりDXによる業務運用の効
率化に期待がかかります。

プラグイン等の拡張性など
今後に向けた取り組み

本システムの将来に向けた取り組みとして
将来的にはF8VPSからの付加情報の登録
の機能を追加する予定。この機能が実現す
ることで、データ登録作業が効率化される
とともに、調査結果の共有が迅速化し、業
務全体のスピードと正確性が向上します。
また、現場での入力作業が簡略化されるこ
とで、調査員の負担が軽減され、即時性の
向上も期待されます。
加えて航空写真撮影時のDTM（数値地形
モデル）インポート機能を開発したいと考
えています。地形情報の精度が定期的に向
上するほか、市域全域の地形変位を抽出す
ることにより、要管理箇所や現地調査が必
要な箇所を可視化できます。変位の大きさ
により、重点的に調査すべきエリアを明確

「F8VPS」を利用することで、「UC-win/Road」から出力されたデータをサーバー上のデータベースにアップロードし、Web上で効率的に共有・管理するこ
とが可能です。また、Webブラウザ上で盛土状況を視覚的に確認できるほか、付加情報を活用した検索機能によって、調査対象を迅速に特定できます。さらに、
タブレット端末を使用することで、現地での状況確認やデータ参照が可能となり、調査業務全体の効率化を実現します。

本システムでは、フォーラムエ
イト社が提供する3次元リアル
タイムVRソフトウェア「UC-
win/Road」と、Webプラット
フォームシステム「F8VPS」を
活用しています。
「UC-win/Road」は都市計画
や交通シミュレーション等で活
用されているデジタルツインを
実現するソフトウェアです。

このシステムには様々なプラグインを付
加することが可能で、地形情報の精度が定
期的に向上するほか、市域全域の地形変位
を抽出することにより、要管理箇所や現地
調査が必要な箇所を可視化できます。
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水木しげるロードリニューアル計画でVR作成Case 05

ゲゲゲの鬼太郎の世界観と街並みをどう組み合わせるか？
そんな課題にもVRシミュレーションが活躍“

”

漫画家水木しげる氏の故郷である境港市には水木しげる記念館があります。加えてJR境港駅から記念館までの街道沿い約
800mの区間を「水木しげるロード」と称し観光地化されています。この水木しげるロードを全面的にリニューアルする計画が
持ち上がった際、設計段階からの関係者や地域住民との合意形成のため、フォーラムエイトの3DVRモデルが採用されました。
景観設計や交通実験など、設計段階からの様々な検証に主に使用され、加えて完成後の広報周知などにも活用されています。

153体の妖怪ブロンズ像を写真から
SfM技術で3Dモデル化

水木しげるロードリニューアル計画を
VRでサポートし地域活性化と観光振興へ

水木しげるロードは、JR境港駅から水木
しげる記念館のある本街商店街までの約
800mの沿道と店舗で構成されています。
1992年に境港市出身の水木しげる先生の
代表作「ゲゲゲの鬼太郎」に登場する妖怪
のブロンズ像を歩道に設置し、街路として
整備されました。記念館オープン当時の
1993年は、その数わずか23体でしたが、
地域を愛する人々のたゆまぬ努力により、
来訪者とブロンズ像は年々増え続け、
2010年には370万人を超える人々が訪れ
ることとなり、2016年にはブロンズ像は
153体、来訪者は通算3000万人を突破し
ました。
このように順調に成長してきた水木しげる

民に具体像を披露しました。
完成したVRは、 JR境港駅前から始まり、
一方通行化と共に拡幅したゆとりある安全
な歩道、情緒溢れる昭和の面影が残る街並
み、各妖怪ゾーン、水木しげる記念館まで
の道のり、と見どころ満載となっています。

まちづくりインフラにも活用できる
3DVRモデルの今後の可能性

ロードですが課題も見えてきました。その
1つが道路の老朽化への対応など、安全で
快適な道のあり方です。そういった課題を
解決するべくリニューアル計画を立案。ブ
ロンズ層の再配置や植栽等の移設、道路の
改良などが計画されました。
その中でも特に設計上の条件や問題をどの
ように修正し解を求めていくか、そして工
事計画関係者を始め、地元住民やステーク
ホルダーに対する説明ツール及び合意形成
をどのように行なっていくか、という課題
が持ち上がり、ICT技術を活用しアプロー
チすることが検討された。その結果、ICT
技術の一つである3D VR技術を採用するこ
とに。リニューアル計画設計案の合意形成
とPRのためVRシミュレーションモデルを
フォーラムエイトが開発及び作成を担当し
ました。

開発段階での様々な課題解決にも
VRシミュレーションが活躍

水木ロードの顔である153体のブロンズ像
は複雑な形状のため、大量の写真からSfM
技術を活用し3Dモデルを生成。また景観
設計にもシミュレーションが活用され、水
木ワールドの持つ昭和レトロと独特な世界
観の継承と道路景観をどう組み合わせる
か、という課題に対して、色彩や素材、デ
ザインといった瞬時で検証を行うことがで
きるVR上での比較検証は大いに役立った
とのこと。さらに主役であるブロンズ像や
植栽の配置のフィードバックにも活用され
ました。また、夜間照明演出の創造にも
VR 3Dモデルが活躍。また9月に開かれた
「怪フォーラム2016」では、VR鬼太郎が
一反木綿に乗ってナビゲート。関係者や市

を持たれているとのことです。
また、境港市民交流センター（仮称）新築
工事では、市民の交流の場、自衛隊との交
流拠点、ホールが平土間となる災害時の避
難所など多機能の施設となっており、建物
の臨場感をPRするためVRを作成しまし
た。
（記事内容は2016年及び2020年当時のも
のです）

境港駅から水木しげる記念館までの街道沿いには、
漫画「ゲゲゲの鬼太郎」に登場する妖怪たちのブロ
ンズ像が153体設置されています。それを3Dモデル
でVR空間上に完全再現しています。

境港市民交流センター（仮称）新築工事時にも3DVRモデルを使用して関係者や地域住民との合意形成に活用されました。

名物となっている駅前広場にある目玉おやじ街灯や一旦もめんの影絵など、夜間の照明演出の検証にもVRを活用。同漫画の持つ、オカルト的だがどこか可愛い、そんな空気感も再現して
います。

街道沿いに設置されているブロンズ像は、複雑な形状をVR空間に再現する必要があるため、大量の写真からSfM技術を活用し3Dモデルを生成。ブロンズ像と街並みとのマッチングの検
証にもVRを活用しています。

また、候補として設計された新たな道路空
間における道路機能の検証のため実施した
交通社会実験結果を3DVRモデルへ反映。
VR上で再現しての改善点等の検証や合意
形成にも活用されたほか、広報媒体として
も活用されました。
さらには情報プラットフォームとして新た
な情報を上書きしてオープンデータとして
インフラ管理や災害現場での活用にも期待

防災
DISASTER
PREPAREDNESS

まちづくり
TOWN
DEVELOPMENT

観光
TOURISM
BUSINESS

教育
EDUCATION

道路
TRAFFIC

自動運転
AUTONOMOUS
DRIVING
TECHNOLOGY

建築ICT
i-CONS
TRUCTION

スポーツ
SPORTS

鳥取県 境港市USER



015014

3D都市モデルを活用した
周南市まちづくりシミュレーション

Case 07

ウォーカブルなまちづくりを目指した都市計画に活用

様々な都市活動データを
3D都市モデルに統合

山口県の南東部に位置する周南市。山と海
に挟まれたコンパクトな市街地と、沿岸部
には周南コンビナートを有する県内No,1
の工業力を有する人口約13万人の拠点都
市です。中心部となる徳山駅の東側では市
街地再開発で整備が進められ、さらなる拠
点性の強化を推進しています。
まちの資源を活かした誰もが主役となれる

まち「公園都市 周南」をテーマにウォー
カブルなまちづくりを推進するため、まち
づくりの検討や合意形成といった都市計画
の可視化を事業化。フォーラムエイトと共
同で3D都市モデルを開発及び導入しまし
た。
導入目的は大きく以下の４つが設定されま
した。
・都市計画やまちづくり立案の高度化
・街路再編などの整備イメージの可視化に
よる効率的・効果的な合意形成

3D都市モデルは、ズームや角度など自在に動かしてみる
ことができる。施設や建物、道路、住所などを表示させる
ことも可能。

周南市の御幸通と市役所前の3Dシミュレーション。ウォーカブルなまちづくりを推進するために作成された周南市3D都市
モデルでは、任意の場所や建物を選択して歩行者視点を見たり、土地の高低差の確認ができるなど様々な機能を利用するこ
とができる。

・整備施設の可視化による他の施設との位
置関係や建物規模、歩行者視点からの景観
の確認など、エリア価値の向上につながる
施設整備計画の立案
・回遊性の高いウォーカブルなルートやエ
リアの形成、シミュレーション

まちづくり分野に加え
将来的には様々な分野での応用も

開発された3D都市モデルは、建築物モデ
ル、都市計画決定情報等を重ね合わせ、都
市構造を立体的にわかりやすく可視化。そ
のうえでまちづくりシミュレーションツー
ルによる都心軸のまちなみの再現や、ウォ
ーカブルな空間の創出のために必要な街路
再編案を作成しています。
施策当初はまちづくり分野のみの活用に留
まっていましたが、他分野での活用できる
よう、周知・啓発していきたいとのことで
す。

独立行政法人 都市再生機構 山口県 周南市USER USER

UC-win/Road、F8VPSでの
うめきた2期区域シミュレーション

Case 06

先行まちびらき記念イベントにて、うめきたの未来を提案

うめきたが拓く新時代へ向けた
革新的な事例を紹介

2024年8月7日、グランフロント大阪にて、
UR都市機構主催のうめきた2期区域まちづ
くりシンポジウムが開催されました。『3D
都市モデルがひろげる無限の可能性～うめ
きた2期のユースケース～』をテーマに、
フォーラムエイト執行役員の新田純子がプ
レゼンテーションを行いました。
FORUM8は『うめきた2期』で関わった業
務の紹介から、UC-win/Road、F8VPSで
のシミュレーションモデルとユースケース

の紹介とF8NFTSを用いたグリーンインフ
ラへの今後の発展アイデア、未来への提案
を行いました。シミュレーションモデルで
は、スマートシティ形成に係る検討ツール
及び設計・工事の生産性向上等に活用する
ため、「うめきた2期地区」の完成形をVR
空間上に再現しています。

まちづくりにおけるDX推進
への取り組みが評価されました

会場は事前申し込みの時点で満席となって
おり、うめきたへの関心の高さが伺えまし
た。共創から生まれる「みどり」と「革新」。

先行まちびらき記念イベントにてシミュレーシ
ョンを使ってプレゼンテーションしました。

新時代に向けさらに進化が続きます。
また、2024年7月24日、大阪で行われた
令和6年度優秀建設コンサルタント業務等
受注者表彰において、フォーラムエイトの
「令和3年度うめきた2期地区まちづくりデ
ータ可視化実証実験支援業務」が都市再生
機構西日本支社様より優良業務として表彰
されました。
本取り組みでは、メタバース体験の提供や、
土壌汚染情報の可視化システムの構築な
ど、多様なユースケースを実施。まちづく
りにおけるDX推進の一環として、設計・
工事の生産性向上にも寄与しています。
（記事内容は2024年当時のものです）

うめきたグリーンプレイス（新駅舎） ノースヒル色彩ガーデン

地下埋設物可視化 土壌汚染可視化システム 鉄道地上部撤去後の盛土計画可視化
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淡路市夢舞台サスティナブルパークVR化Case 08

まちづくりの一環としてバーチャルシティを作成

自然あふれる花博跡地を
広大なスケールでVR化

国営明石海峡公園に隣接する自然に恵まれ
たエリア。2000年に開催された淡路花博
ジャパンフローラ2000の広大な跡地とな
ったこのエリアを有効活用し、地域づくり
及びまちづくりに繋げるため、広報ツール
としてこのエリアをフォーラムエイトのソ
リューションを活用してVR化した事例に
なります。

広報誘致ツールとして
住環境も3Dモデルに盛り込む

花博跡地に設営整備された夢舞台サスティ
ナブル・パーク内の造成や景観イメージを
分かりやすくVRモデルで精密に表現。加

えて、職と住を一体化したコンパクトシテ
ィーの実現を目指しパークに隣接した住宅
エリアにある医療・福祉ゾーンや企業誘致
ゾーン、更に住宅・商業ゾーンもVRモデ
ルに盛り込まれています。VRで作成され
たムービーでは、計画地の全貌とサスティ
ナブル・パークを確認することができます。
アニメーションを実行することでパーク内
を一巡することができ、「地域商業住宅エ
リア」「福祉エリア」「住宅エリア」「企業
誘致エリア」のイメージ体験可能です。同
地ならではの海沿いのビューや、地形やレ
イアウトなども体験して確認することがで
きます。特に、丘から大阪湾を背景に街を
見下ろす風景は非常にリアルです。
更地となった跡地に徐々にパークが形成さ
れる過程の記録としても、また、淡路島発

3Dモデルは、サスティナブルパークに加え、隣接す
る商業／住宅ゾーンエリアまでカバーしています。周
辺の景観なども盛り込まれています。

コンパクトシティを目指し、商業エリアと住宅エリアを
一体化させているのがこのエリア。実在する病院や店舗
などの他、住宅地、企業区画まで確認でき、VR空間内で
もその居住環境の良さが伝わる作りとなっています。

浦添市基地跡地利用計画VRシミュレーションCase 09

基地跡地活用のプランをメタバース上で表現

広大な基地跡地を有効活用
するためVRで将来像を視覚化

返還が予定されている沖縄県浦添市の米軍
基地跡地を今後どのように開発し発展させ
ていくか、まちづくりをどのような指針で
運用していくか。そういった将来像の可能
性を探るため、フォーラムエイトがメタバ
ース上にVRシミュレーションを作成した
事例となります。
基地跡地は広大なスペースとなるため、公

共空間を中心に商業地や観光エリアなどを
盛り込んた3Dモデルを仮想空間上に構築。
浦添の伝統的デザインを取り入れたファサ
ードやモニュメント、自動運転車を想定し
た道路計画、眺望に重点を置いた海沿いの
斜面地の開発等、賑わいの創出を目指した
まちづくりを表現しています。

伝統デザインなども盛り込んだ
3Dモデルでまちづくりを表現

市域の14%に及ぶ広大なエリアの開発イメ

地下空間にも商業施設や公共交通機関（地
下鉄）の駅などが盛り込まれ、より具体的
な街の姿をイメージすることができます。

作成されたVR都市空間にはまちづくりの具体的なプランが盛り込まれています。浦添らしいデザインの街並みや展望デッキ。まるで表参道のような街並みの商業エリア、冬至の日に朝日
が差し込むモニュメントやウォーターパークリゾートなど、住環境だけでなく観光業まで盛り込まれた、浦添の将来のビジョンを見ることができます。

ージが再現されていますが、街のトーンを
強く印象付けてくれる、浦添の伝統的デザ
インを効果的に街並みや建物のデザインに
効果的に表現されているのが特徴となりま
す。俯瞰での街並みだけでなく、地下街の
イメージや地下鉄などの公共交通、さらに
は交差点には浦添らしいデザインの自動運
転車専用レーン、高台の展望デッキなどな
ど、開発計画とはいえディティールが盛り
込まれています。まちづくりがどのように
行われるかの共有に活用するツールならで
はの視覚効果が期待されています。

展に繋がる企業誘致やインフラ整備のため
の広報誘致資料としても活用されていま
す。

兵庫県 淡路市役所 沖縄県 浦添市USER USER
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都市計画向けUC-win/Roadデータを
国際会議の誘致活動にも有効活用

Case 10

スパコンベースのシミュレーション技術の活用で
日本の産業界に強くなってもらえるようにする“

”

学術研究や産業利用向けの膨大な計算処理を超高速で行うスーパーコンピュータ（以下、「スパコン」と略称）。 とくに、独立
行政法人理化学研究所が神戸市に設置するスパコン「京（けい）」は、その名称の由来ともなった10ペタフロップス（1秒間に1
京回の演算能力）を達成。世界最高水準（世界の高性能なスパコンを定期的にランク付けする「TOP500」で、2011年6月およ
び11月に2期連続して1位）の高性能を誇ります。
今回ご紹介するユーザーは、神戸市です。その中でも、同市において医療産業都市を標榜しつつ、スパコン活用によるシミュ
レーションの普及促進とそれを通じた産業振興に注力。併せて、これらを背景に立地的優位性を活かした企業や大学、国際会
議の誘致を担う、「神戸エンタープライズ プロモーション ビューロー（KEPB：神戸市企業誘致推進本部）」に焦点を当てます。

スパコン活用のシミュレーション普及を通じ
企業誘致と産業振興に力

デザイン重視の都市戦略、
 注目される新市政

神戸市では当初、都市計画を担当する部署
が数年前に当社の3次元リアルタイムVR

「UC-win/Road」を導入。都市計画につい
てさまざまな関係者に説明するための可視
化に当たり、効果を発揮してきました。そ
の際のデータを基に、現在は別の部署（企
画調整局）において、将来構想として描か
れる神戸のウォーターフロントの姿を可視
化しようとの試みが進行中です。
一方、神戸エンタープライズ プロモーシ
ョン ビューローは当社の提案を契機とし、

神戸エンタープライズ プロモーション ビ
ューローは、阪神・淡路大震災からの産業
復興をどうするか、新しい産業をどう興し
ていくか、といった課題に取り組むべく設
置された、と松崎氏（FOCUS 産業利用促
進シニア・アソシエイトを兼務）はまず、
振り返ります。
もともと地域産業の復興や企業誘致に当た
って「スパコンの利用促進を図る」という
ターゲットが共通していたこともあり、松
崎氏らは2013年4月から前述のように、神
戸市とFOCUSの二つの名刺を持って業務
に当たるようになっているといいます。
「『京』が動き出して1年以上が経過し、
ライフサイエンスやモノづくり、宇宙、ナ
ノサイエンスなどいろいろな分野で成果が
出てきています。そうした先端的な研究成
果を産業に受け継ぎ、新しい技術に繋げて
いくため（スパコンを活用した）シミュレ
ーションや解析を提案して、企業の皆さん
に独創的な製品をつくり、元気になってい
ただけるよう下支えしていくことがまさに
私たちの仕事です」

BIM（Building Information Modeling） を
活用しながら限られた時間内で建築プロジ
ェクトの課題に取り組む「Build Live Kobe 
2011」（主催：一般社団法人IAI日本）に
課題対象として参加。建築分野における先
進のシミュレーション活用シーンに触れま
した。
その後、スーパーコンピューティングの国
際 会 議 で あ るSC（Supercomputing 
Conference）12（2012年）および13（2013
年）への参加に際しては当社などと共同出
展。また、香港で開催されたCGに関する
国 際 的 な イ ベ ン ト「SIGGRAPH ASIA 
2013」では、同市のブースで「SIGGRAPH 

ASIA 2015」の神戸開催を誘致する活動に
当社が協力。それぞれ「京」活用のシミュ
レーション例として、UC-win/Roadで作
成した神戸市の3D・VRを使いプレゼンテ
ーションが行われています。

市とFOCUSの業務を兼務、 
スパコン活用通じた産業支援

「私たちは、神戸市の企業誘致推進室でス
パコン関連の（さまざまなニーズを有する
企業などの）誘致を担当しているのと並行
し、 公 益 財 団 法 人 計 算 科 学 振 興 財 団

（FOCUS）でスパコンの産業利用を促進す
る仕事も行っています」

るポートアイランドの施設用地を課題敷地
とし、「デザイン都市・神戸」にふさわし
い建物の設計が課題とされました。同ビュ
ーロー スパコン・大学グループの神木与
治マネージャー（FOCUS産業利用促進ア
ソシエイト）は、これを機に、BIMの有用
性を実感。その公共施設における活用可能
性が確信されたと語ります。
一方、やはり前述した世界最大のスパコン
に関するイベント「SC12」（2012年11月、
米国ユタ州）および「SC13」（2013年11月、
米国コロラド州）には、同市は当社をはじ
め地元誘致企業や大学、研究機関と共同で
出展。前者では自治体として初の出展、後
者でも自治体として唯一の出展ということ
もあり、いずれにおいても内外の注目を集
めたほか、神戸進出企業への有効なインセ
ンティブともなりました。
とくに、当社のUC-win/Roadで作成した
神戸市都心部の3D・VRは、スパコンによ
る高速レンダリングの効果が分かりやす
く、来場者の高い関心が窺われました。
さらに、CGやインタラクティブ技術に関
す る イ ベ ン ト「SIGGRAPH ASIA 2013」

（2013年11月、香港）に際し、神戸市は国
土 交 通 省 観 光 庁 の 助 成 に よ り 出 展。

「SIGGRAPH ASIA 2015」の同市への招致
活動と、市が保有するサイエンスコンテン
ツのPRに努めました。
そこでも当社による、会場候補地を中心と
したエリアの3D・VRのプレゼンテーショ
ンは、市のアピールの効果的な一助になっ
たといいます。
（記事内容は2014年当時のものです）

多様なVR活用、 
当社との連携も評価

都市デザインへの意識の高さを反映し、神
戸市では都市計画総局が数年前にいち早く
UC-win/Roadを導入。都心部および東部
の商業地を中心とするエリアを3D・VRで
再現。作成したデータは、審議会や地元住
民に対する都市計画の説明などに活用され
ました。
これとは別に、企画調整局では「港都 神戸」
グランドデザイン（2011年策定）に基づ
く 再 開 発 に 向 け、UC-win/Roadを 採 用。
グランドデザインを反映したウォーターフ
ロントの将来を可視化する試みが取り組ま
れています。
また、神戸エンタープライズ プロモーシ
ョン ビューローが直接当社と関わるきっ
かけとなったのは、冒頭で触れた「Build 
Live Kobe 2011」です。当社からの提案
を受け、このBIMツールを駆使して課題の
設計を48時間以内にインターネット上で
行うコンペを神戸市が後援。同市が所有す

スパコン・大学グループ
松崎太亮グループマネージャー　神木与治マネージャー

「私たちは神戸への企業誘致を行っていますが、メインは（スパコンベースの）シミュレーション
技術の活用により日本の産業界に強くなってもらえるようにすることです」
その意味で、シミュレーションに興味はあるのに、使ったことがないといった企業が利用に向けて
一歩踏み出せるような、使いやすく手ごろなシミュレーションソフトの提供を含め、何らかの仕掛
けが求められます。全国の企業を年間150社程度、実際に回る神木氏は自身の経験を踏まえ、今後
の期待を述べます。また、松崎氏は一連のBIMやVRの活用に触れてきた中で、「社会シミュレーシ
ョン」などへの展開を視野に、シミュレーション技術の多様な可能性に注目します。
「シミュレーション技術は産業界での利用はもちろん、国や自治体など危機管理や都市の未来に関
わる人々が積極的に採り入れ、施策に反映していくことが必要ではと思うのです」

海と六甲の山並みが見える神戸らしい眺望景観形成に活用されたVRデータはFORUM8「第9回3D･VRコンテ
スト (2010年 )審査員特別賞 デザイン賞」を受賞

計算科学研究機構（左）の隣接地に、高度計算科学研究支援センター（右）
が開設

「SC13」神戸市ブース 「SIGGRAPH ASIA 2013」 神戸市ブース

 「社会シミュレーション」など多様な可能性に注目

スーパーコンピューター
「京（けい）」
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北陸新幹線「飯山駅」開業前をUC-win/Roadで
VRシミュレーション

Case 11

UC-win/Roadによるシミュレーションやそのプレゼンテーションで
景観の調和や住民との合意形成への効果的な利用に期待“

”

長野県の最北端に位置し、新潟県と隣接する飯山市。飯山市建設水道部において、北陸新幹線の建設プロジェクトに関わる事
業を担う「新幹線駅周辺整備課」と、都市計画やまち並整備を推進する「まちづくり課」にフォーカスします。同市では、先
進の技術やシステムを積極的に採用。そうした一環として、フォーラムエイトの3次元リアルタイムVRソフト「UC-win/
Road」の可能性に着目してきました。導入以降は、さまざまなプロジェクトや作業プロセスでその効果的な活用を進めました。

新幹線駅開業へ高まる期待をVRシュミレーションで庁内検討や広報に利用

北陸新幹線の開業で
まちづくりを変えていこう

「平成26年度末に長野・金沢間の開業が
予定される北陸新幹線で、長野の次の駅と
して飯山駅が設置される新たな時代(の到
来)を機に、まちづくり(の在り方)を大き
く変えていこうと取り組んでいるところで
す」と同市建設水道部まちづくり課長/新
幹線駅周辺整備課長の松澤孝氏は期待を示
します。
飯山市建設水道部新幹線駅周辺整備課は、
北陸新幹線・飯山駅と現・飯山駅の移転統
合に合わせた整備と区画整理に関係する工
事が主な仕事です。同部まちづくり課は都
市計画など担当の計画係と、景観にウェー
トを置くまち並整備係から成ります。
早くからICTを受け入れやすい環境が醸成

雅基氏が、フォーラムエイトで催された1
泊2日の研修に参加。12月上旬にはUC-
win/Roadの導入を決定しています。
UC-win/Road導入後、最初の利用シーン
は、市内の高校新校舎建設プロジェクトに
対し、建設地スタディのツール作成でした。
完成イメージをVRでシミュレーションし、
関係者の情報共有を図りました。その際は
渡邊毅氏がフォーラムエイトの助言を受け
ながら、ほぼ1 ヵ月間でVRを作成。建物
の見え方やボリューム検討に成果を実現し
ています。

新駅舎周辺から
まちづくりのデザインへ

2010年度、UC-win/Roadの利用は北陸新

されてきたことは、同市の特徴の1つ。加
えて、現市長（2011年当時）の足立正則
氏がICTに造詣が深いことがその独特な風
土をさらに色濃いものにしてきました。
具体的には、1999年職員ひとり1台のパソ
コンが配備、庁内グループウェアを導入。
次いで、GIS(地理情報システム)も近隣地
域に先駆けて採り入れました。2009年に
は、教師ひとり1台のPCを配備、学校間を
ネットワークで連携し、サーバ上の教材を
活用し、子供たちの情報教育を強化しよう
との取り組んでいます。

VRの可能性に着目 
UC-win/Roadの利用へ

UC-win/Roadの導入へは、市長が2009年
フォーラムエイト出展の展示会でデモを目
にしたことがきっかけでした。まちづくり

課まち並整備係主査の渡邊毅氏が北陸新幹
線・飯山駅周辺のデザインや各種まちづく
りの検討で模型が用いられていた2003年
頃、3次元VRに触れ是非使いたいとの機運
があったものの、その時のVRは業者がす
べて作り込むものであり、修正を重ねて使
いたい要望やコストがネックでした。
6年のブランクを経てUC-win/Roadが着目
された最大のポイントは、導入費用に加え、
担当職員によるVR作成、変更の容易さ、
コストパフォーマンスが評価されたと言い
ます。
2009年の夏、フォーラムエイト担当者が
市役所に赴き行ったプレゼンには、市の職
員10数人が参加。他の駅の将来像を再現
したモデルを見て、UC-win/Roadの活用
可能性が確信されました。さらに11月頃、
渡邊毅氏と新幹線駅周辺整備課主査の堀川

(20ha)に広げ反映することとし、3月に作
業を開始。市民がその時点の計画に沿った
駅舎や都市施設などを擬似体験できる3次
元のシミュレーションを作成。その成果は
7月9日に開かれた「いいやままちづくり
フォーラム2011」で公開された後、7月下
旬に市のWebサイトにもアップされてい
ます。
松澤孝氏らは、庁内関係者の情報共有と、
図面に不慣れな一般の人々にもデザイン意
図を理解してもらう上で、UC-win/Road
が模型に代わる非常に有効なツールになる
と評価。丸山英士氏はとくに、完成後の駅
舎のプラットフォームからの眺望をデザイ
ン段階で体感できるメリットを述べます。
（記事内容は2011年当時のものです）

北陸新幹線 建設プロジェクトのVRによるシミュレーション

飯山駅全景建設中の現況 (左 )とVRデータ (右 ) 

飯山駅から見える山並み

幹線・飯山駅開業に関するプロジェクトへ
と展開。堀川雅基氏とまちづくり課計画係
主査の丸山英士氏はまず、駅舎デザインの
決定プロセスに向け、道路や住宅のモデル
作成に取り組みました。
「2010年当時、駅周辺整備が進んでおら
ず、駅舎や駅前広場などのイメージを、い
ろいろなパターンで試しつつ示すにはVR
が最も効果的と考えました」。そこで、区
画整理エリア(7.7ha)の道路や広場、新幹
線などに関する基礎データを市側が用意
し、フォーラムエイトが半年ほどかけて、
庁内でのデザイン検討のベースとなるモデ
ルを作成した、と丸山氏は振り返ります。
翌2011年に駅舎などのデザインが固まっ
てきたのを受け、エリアも全体整備区域

「いいやままちづくりフォーラム2011」では、VRを用いて計画の説明
を行った

「飯山城跡公園整備」の検討委員会においても、城郭の見せ方や既存樹木
の間伐シミュレーションなどワークショップのツールとしてVRが活用さ
れている

福祉あるいは教育といった新たな分野への活用も検討
長野県 飯山市 建設水道部
まちづくり課長/新幹線駅周辺整備課長
松澤孝氏

北陸新幹線・飯山駅の開業と連携し、まちづくりの面からもさまざまなアプ
ローチが進行しています。渡邊毅氏は景観の調和や住民との合意形成がカギ
となることから、UC-win/Roadによるシミュレーションやそのプレゼンテ
ーションでの効果的な利用に期待を示します。
「今回(北陸新幹線・飯山駅の開業)のような大きなプロジェクトばかりでな
く、現在進められている都市計画における景観検討などにも有効な手段だと
思います」
松澤孝氏は一連の利用を通じて実感したUC-win/Roadの多様な可能性につ
いて触れ、今後は避難経路の探索などまちづくりに関係したより高度な検討、
福祉あるいは教育といった新たな分野への活用を探っていきたいとの考えを
述べます。
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松山外環状道路事業へ3次元VR
シミュレーション技術「UC-win/Road」を採用

Case 12

松山都市圏の新たな渋滞緩和策、
「松山外環状道路」整備事業

国土交通省四国地方整備局「松山河川国道
事務所」がフォーラムエイトの「UC-win/
Road」を導入いただいたのは、同事務所に
とって最も主要な道路事業の一つとして位置
づけられている「松山外環状道路」のプロジェ
クトが本格化するのを前に、地元への設計
説明会をいかに分かりやすく、効果的に行う
かが問われていた頃。まさにその説明会の直
前に着任し、一連の説明会を担当されること
になった同事務所調査第二課計画係長の古
市（ふるいち）圭司氏にお話を伺いました。
松山市は、松山城や県庁・市役所などが集
積する市の中心部から幹線道路が放射状に
広がる道路網を形成しています。そのため、
市の中心部に向かって交通が集中しがちと
なる構造的な渋滞要因は早くから指摘さ
れ、整備されたのが、松山環状線です。
整備により、市内中心部の渋滞緩和がもた
らされましたが、郊外のベッドタウン化や、
同環状線沿線への大型店舗の立地が加速。
その結果、今度は環状線の交通量が急増し、

とくに、放射状道路と同環状線との交差部
は、慢性的渋滞ポイントとなっています。
そこで新たに、松山都市圏の抜本的な渋滞
緩和策として「松山外環状道路」の整備が
取り組まれることになりました。

松山都市圏の新たな渋滞緩和策、
「松山外環状道路」整備事業

古市圭司氏は「この4.8㎞の区間には盛り
だくさんの要素が含まれています」、と「松
山外環状道路インター線」の事業を形容し
ます。例えば、住宅地に近い「井門（いど）
ランプ（仮称）」は、一般道とその上の自
動車専用道路、さらに松山自動車道（松山
IC）へとつなぐ橋梁から成る3階建ての
JCT構造となります。また「坊っちゃんス
タジアム」や複数の運動施設が集まる「松
山中央公園」、JR予讃線、県道、住宅密集地、
田園地帯、河川域など変化に富んだ環境を
縫って建設されます。その間、高架・盛土
構造、JR線をアンダーパスし、高架下は
公園用の駐車場として利用、などです。
その上、今回は国・県・市による共同事業
であるため、事業主体同士の意識をいかに

うまくまとめ上げていくか（合意形成でき
るか）という点も重要になります。
加えて、「美しい国づくり政策大綱」や「景
観法」が施行され、同事務所では03年に、
学識経験者らにより構成される「松山都市
圏幹線道路景観検討委員会」を設立。同委
員会は景観整備について審議し、事業に反
映させる体制が取られました。
一方、同事務所では積極的に、一般の方々
へ事業内容の説明を効果的かつ効率的に
行ってきました。「松山外環状道路」事業
ではまず、地元住民に対する「設計説明会」
を通じ事業の概要について理解浸透を図
り、次のステップとしてより幅広い人々向
けに「オープンハウス」を開設。5ヵ所で
実施された説明会では、従来の2次元図面
やパースのみに頼るやり方を改め、ビジュ
アル的にも優れた3次元バーチャルリアリ
ティ（VR）のシミュレーション技術「UC-
win/Road」を採用。立体的な位置関係や
完成後の交通流などを体感してもらおうと
いう試みは期待通りの効果を発揮してい
た、と古市圭司氏は振り返ります。
（記事内容は2005年当時のものです）

「UC-win/Road」を使用した松山外環状道路ドライブシミュレータによる「坊っちゃんスタジアム」はじめ複数の運動施設が集まる「松
山中央公園」付近

「UC-win/Road」を使用した松山外環状道路ドライブシミュレータ画像

「UC-win/Road」を使用したドライブシ
ミュレータのVR運転操作部

3次元リアルタイムVRシミュレーション、地元説明会やオープンハウスで効果を発揮

仮想建築コンペにて、
地区内12 ヶ所の活用提案をVRで実施

Case 13

既存のまちなみと提案された建築がどう調和するか

城下町地区のまちなみをVR化
12の課題作品を再現

フォーラムエイトは、杵築市城下町地区の
まちなみ提案確認モデルで、大分県杵築市
仮想建築コンペ－Build Live Japan 2015
－の敷地、大分県杵築市城下町地区のまち
なみを点群データからVRモデル化し、提
出案の3Dモデルをはめ込み市民に公開し
ました。既存のまちなみと提案された建築
がどう調和するかが、住民には分かりやす
く表現され計画が身近に感じられると好評
でした。まちづくり計画は行政の一方通行
ではなく、住民側の理解や意見をいかに引
き出すか、といった課題があります。その
ようなまちづくり計画におけるビジュアル

で訴えることのできるVRの有効性を示す
事例となりました。
見どころは、12 ヶ所の課題敷地それぞれ
に提案作品が配置されていますが、カメラ
位置を移動することで各敷地を見ることが
できます。アニメーションを実行すると、
街並み全体の俯瞰視点や作品内部も見るこ
とができます。また、シミュレーション設
定で「設計前」と「設計後」を選択するこ
とで作品の有無を切り替えることができま
す。

BIM仮想コンペの開催地で
大分県杵築市がグランプリ受賞

14回目を迎えた「3D・VRシミュレーショ
ンコンテスト オン・クラウド2015」には、

仮想建築コンペ－B u i l d L i v eJ a p a n 2 0 1 5－の敷地、
大分県杵築市城下町地区のまちなみを、点群データから
VRモデル化（右）し、提出案の3Dモデルをはめ込み（左）市
民に公開しました。

日本のほか中国やオーストラリアからの
11作品がノミネートに残りました。
クラウド上で行われた一般投票と、日本大
学理工学部土木工学科の関文夫教授を委員
長とする3人の審査員が厳正な審査を行っ
た結果、見事、最優秀の「グランプリ」に
輝いたのは、大分県杵築市の「杵築市城下
町地区のまちなみ提案確認モデル」でした。
（記事内容は2015年当時のものです）

活用提案のBefor→AfterをVR上で確認できる

Befor

Befor

Befor Befor

After

After

After After

国土交通省 四国地方整備局 松山河川国道事務所 大分県 杵築市USER USER
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臨海副都心内の「有明北地区」に建設が予定されている
「有明親水海浜公園（仮称）」構想の３次元ＶＲ

Case 14

UC－win/Roadを使って、「有明親水海浜公園（仮称）」構想の3次元VRを作成

3次元VRで公園内の散策や
公園内外からの景観を確認

東京都港湾局では、世界屈指の国際貿易港
であり、都民の生活を支える大都市生活港
湾である「東京港」の港湾施設の整備、管
理運営を行うとともに、東京にとって貴重
な空間である臨海部の開発、防災、環境事
業、廃棄物処分場の整備、さらには伊豆・
小笠原諸島の港湾、漁港、空港の整備など
を行っています。昨年UC－win ／ Roadを
導入頂いた港湾局港湾整備部技術管理課で
は、工事の施工に関する基準類の整備、地
震や地盤沈下等の調査・研究、港湾法に基
づき申請される出願工事の技術審査などを
行っており、現在は平成16年度から始ま
る業務成果の電子納品の実施に向けた
CALS ／ ECへの対応にも取り組んでおら

を整備し、海の生物や鳥などの生息場所を
確保し、食物連鎖の基礎となる環境の再生
に取り組むとともに、まちづくりと共存す
る自然再生のリーディングケースを目指し
ているとのことです。
今回のシミュレーションでは、この公園内
の散策、対岸の豊洲地区から見た景観の確
認、公園内からの視点による新交通（ゆり
かもめ）や環状道路などの景観の確認を行
えるようにしてあり、今後は、地区内に建
設されるビル等を追加していく予定とのこ
とです。
最後に今回の取材に快く応じて頂いた東京
都港湾局港湾整備部 技術管理課長 土井
様、同課指導係主任 山本様、臨海開発部
海上公園課 整備計画係 主任 石本様ほか関
係の皆様に深くお礼申し上げます。
（記事内容は2003年当時のものです）

れます。
港湾局港湾整備部技術管理課は、昨年導入
頂いたUC－win/Roadを使って、臨海副都
心内の「有明北地区」に建設が予定されて
いる「有明親水海浜公園（仮称）」構想の
３次元VRを作成されました。
有明親水海浜公園（仮称）は、臨海副都心
有明北地区まちづくりガイドライン（平成
14年策定）に基づき、「水と緑に親しめる
まち」、「多様なライフスタイルを楽しめる
都市型居住のまち」、「自由な発想と創意工
夫をいかしたまち」を基本目標として、現
在埋立造成中の水際線に位置する海上公園
です。
埋立に当たっては、旧防波堤等に残された
自然を保全するとともに、干潟機能を持っ
た緩傾斜護岸、カニ等の水生生物にやさし
い近自然型護岸（通称「カニ護岸」）など

有明北地区埋立事業 （面積約35ヘクタール、工事期間：平成12年度から16年度）
UC-win/Roadで作成したバーチャルリアリティ画面キャプチャ（UC-win/Road Ver1.05　Prototype2)

護岸際は釣りも楽しめる有明親水公園として整備される

埋立完成予定図（Before:市街地形成前） 埋立地全景鳥瞰図（After：市街地形成後）

首都高速道路 横浜北線・北西線 
すべり台式避難方法のVR体験シミュレーション

Case 15

特殊な避難経路周知にVR体験コンテンツを活用

すべり台式非常口の使用方法を
VRコンテンツで作成

2017年3月に開通した首都高速道路神奈川
線[K7]横浜北線の横浜北トンネルは、車道
層と避難用安全空間層の２層構造になって
います。そのため、その２層を繋いで安全
に避難を実行するための動線として首都高
として初めて「すべり台式非常口」を採用
しており、以降に開通した北西線も同様の
方式を採っています。採用当初はパンフレ
ット等を用いてすべり台式の避難方法を広
報していましたが、すべり台式というのが
一般の利用者には馴染みが薄いということ

で、より分かりやすい周知方法を目指して
VRシミュレーターの活用を採用。フォー
ラムエイトのUC-win/Roadを使用してシ
ミュレーションコンテンツが作成されまし
た。

事故が起きてから避難方法を
VR外見できるシナリオ

本VRシミュレーターのシナリオ「避難シ
ミュレーション」を実行すると、避難のイ
メージを体験することができます。トンネ
ル内で火災に遭遇してしまった状況を想定
したストーリーが自動的に進みます。車両
を安全に停めて非常口まで移動し、非常口
の扉を開いて、すべり台を使って避難通路
に出るところまでをVRでシミュレーショ
ン体験できるシナリオとなっております。
避難を促す拡声放送の実際の音声を聞いた
り、事故に遭遇して避難する際の注意点や
対応方法などを実際の避難者の視点になっ
て確認することが可能です。日常では使用
する機会はほとんどない避難すべり台をすVRヘッドセットを装着して避難を擬似体験できる。

VRプログラムでは、トンネル内で火災が起き、トンネル内を移動してすべり台式非常口を使って下層階の避難道を使って避難するまでを擬似体験できる。

べる体験や設備の使い方、紹介も含まれ、
実際のトンネルにある様々な安全設備につ
いて知ることができます。このように普段
体験することが出来ない非常口ボタンを押
す操作や避難通路を滑り降りる感覚を体験
しながら避難方法を学べるため、より効果
的な避難方法の周知が可能になりました。

PAやイベントなどの
広報周知で活用

こちらのVRシミュレーターは、PA利用者
は誰でも体験できる施設として大黒PAに
一定期間設置されていました。加えて横浜
環状北西線の地域イベントなど、広報及び
啓蒙イベント等で積極的に一般利用者に体
験してもらう試みを随時行っているとのこ
とです。利用者からは「体験型のため楽し
みながら理解できた」という感想が寄せら
れています。今後は360度動画としても展
開予定であり、トンネル防災のメイン広報
ツールとして活用していくようです。

東京都港湾局 首都高速道路株式会社 神奈川建設局USER USER
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安全性向上アプローチに
ハイウェイドライビングシミュレータ活用

首都高石川町ジャンクション
VRシミュレーション

Case 16 Case 17

高速道路を3D・VR技術でバーチャルモデル化 3D VRモデルを広報周知にも活用

高速道路無料化社会実験
をきっかけに導入に至る

高速道路の活用を通じて物流コストや物価
を引き下げ、地域経済を活性化させること
を狙いに、高速道路を原則無料化を目指す
「高速道路 無料化社会実験」が平成22年か
ら23年に掛けて行われました。
この社会実験を当面の重要なトピックと自
ら位置づける東日本高速道路株式会社
（NEXCO東日本）。その中で「管理事業部・
ETC推進課」では、以前より交通安全のた
めのさまざまな対策を試行。さらに有効か
つ新たなアプローチを探る中で、ドライバ
ーが高速道路走行中に遭遇し得る多様な危
険事象について3次元バーチャルリアリテ
ィ（3D・VR）技術の利用により模擬体験
するドライビングシミュレータ（DS）の
開発、導入が着想されていたといいます。
　それが2009年度に、高速道路関連社会
貢献協議会（事務局：財団法人高速道路調
査会）の協力を得て具体化。安全運転の啓
発を目的とし、中日本高速道路株式会社
（NEXCO中日本）および西日本高速道路株
式会社（NEXCO西日本）と連携して活用
する「ハイウェイドライビングシミュレー
タ」の開発・運用へと至りました。

交通安全の啓発に
UC-win/RoadベースのDS開発へ

その際にシステムのポイントとされたの
は、まず高速道路をどこまでリアルな映像
に再現できるかということ。そのほか、本

横浜公園出口の建設計画に
UC-win/Roadを導入

神奈川県横浜市の中心部に位置する首都高
速横羽線と狩場線を結ぶ「石川町ジャンク
ション」。それまでも横羽線羽田方面には
「横浜公園出口」はありましたが、湾岸線
方面からの車両が降りられる出口がなかっ
たことから湾岸線方面から降りることので
きる「横浜公園出口」を新たに整備するこ
とに。しかしその設計に加え、利用者への
アクセス方法の広報周知という課題もあっ
たため、効果的なツールとして3D VRモデ
ルでの視覚化を目指し、UC-win/Roadが
導入されました。
設計段階では、建設予定場所にどのような
構造でどのような動線のものができるの
か、という共通イメージを共有するために
3Dモデルを作成。複雑なジャンクション
構造に加え、横浜スタジアムや中華街とい

当に運転している感覚を体感できるハード
機能、よりコンパクトで持ち運びが可能な
システム、運転した人の行動のデータ化と
それの交通安全対策への活用、作成した
VRデータおよびシステムの継続的な更新
への対応などが求められたといいます。
結果として、UC-win/Roadをベースとす
るDSを提案した当社が受注。このDSでは、
実在する道路や橋梁、トンネル、SA、料
金所などの図面データを利用し、架空の建
物などを配置した約15kmに及ぶモデルを
作成。そこに19項目の体験運転事象が設
定されました。また、各事象を組み合わせ、
1コース約3分間となる3種類のシナリオを
用意。利用者がコースを選びDSで体験し
た後、その走行ログを分析した体験運転の
診断を通じ、安全運転の啓発を図ろうとい
う仕組みです。さらに体験者による多様な
運転行動や車両挙動のデータは蓄積され、

った観光スポットが密集するエリアだった
ため、イメージ共有のための3Dモデルは
事業を円滑に進めるために非常に効果的で
あったといいます。

3Dモデルを活用した
VRムービーを作成し広報周知

また、開通前広報にも活用できるようにと、
広報支援ツールとして3Dモデルを活用し
たVRムービーも作成。これは湾岸方面か
ら出口を降りるまでの動線を辿ることで一
目で理解できる作りとなっていて、道路レ
イアウトや案内表示板、横浜スタジアムと
いった周辺のランドマークも現実同様に
VRイメージに盛り込むことで、視覚的な
理解度を高めている。
複雑で文言で説明するには困難な構造を視
覚的に捉えてもらうことで広報周知の一助
になっている。

以後の安全走行に関する検討に活用される
ことになります。

広がる活用～可能性への期待

交通安全対策への活用という観点からは、
出来るだけ多くのドライバーにこのDSを
利用してもらうことが重要とのことで、
DSは株式会社高速道路総合技術研究所
（NEXCO総研）に保管。NEXCO東日本・
NEXCO中日本・NEXCO西日本の各社が行
うイベントを通じ、随時活用する形となっ
ています。
実際の高速道路のデータに基づくリアルな
再現映像の中を走行体験できるため、ETC
レーンやスマートICなどを実際に通行し
たことがないドライバーにどのようなもの
かを体感してもらえるメリットを実感した
とのこと。また、不特定多数の一般ドライ
バーによる運転行動および車両挙動データ
を収集・蓄積できるため、ログデータの解
析が、今後の様々な課題に対しても活用で
きるのではと期待されています。

（1）ETC開閉バーへの接触　（2）先行停止車両の追突　（3）道路付属物
への接触　（4）広場での接触（（1）～（4）は料金所関連）、（5）先行停止車
両への追突　（6）視界不良　（7）雪・雨によるスリップ　（8）前方割り
込み（9）前方落下物対応　（10）渋滞後尾の事故　（11）渋滞中事故　（12）
車線規制（（5）～（12）は本線関連）、（13）横断歩行者への接触　（14）退出
車両との接触　（15）スマートIC利用車両（（13）～（15）は休憩施設関連）、
（16）合流タイミング（（16）は本線合流部関連）、（17）速度超過によるカ
ーブ逸脱　（18）ランプ渋滞（（17）（18）は本線分流部関連）、（19）逆走（（19）
は本線等関連） ― という19項目の体験運転事象が設定されています。

複雑なJCT構造から迷いなく出口に向かってもらう
ため、実在物とほぼ変わらないビジュアルをVRで表
現。俯瞰視点も確認できる。

複雑なJCT構造を視点を変えて俯瞰で確認することも可能。また、観光スポットや交差点など出口周辺の様子も確認するこ
とができる。

VRムービーでは、湾岸線から分岐に入り、周辺のランド
マークなども含めた出口動線までを視覚的に追えること
で理解を高められる作りとなっている。

1コース約3分間となる3種類のシナリオを用意。利用者が
コースを選びDSで体験した後、その走行ログを分析した
体験運転の診断を通じ、安全運転の啓発を図ろうという仕
組みです

お話を伺ったETC推進課課長代理 三石晃氏（写真左）と
ETC推進課係長 西村徹氏（写真右）。

俯瞰視点・周辺の様子も確認することができる

現実に忠実なVRムービー

防災
DISASTER
PREPAREDNESS

まちづくり
TOWN
DEVELOPMENT

観光
TOURISM
BUSINESS

教育
EDUCATION

道路
TRAFFIC

自動運転
AUTONOMOUS
DRIVING
TECHNOLOGY

建築ICT
i-CONS
TRUCTION

スポーツ
SPORTS

東日本高速道路株式会社USER

首都高速道路株式会社 
神奈川建設局
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東名高速道路厚木インターチェンジの
集散路事業シミュレーション

Case 18

27.1kmの区間を受け持つNEXCO中日本の厚着工事事務所。お話を伺っ
た望月秀次所長（写真中央）、工務課 中村　康広様、西岡　恵治様（写真
左）。

首都高速道路大橋JCT走行支援策VRデータ

大師ジャンクションと大師換気所施工シミュレーション

Case 20

Case 19

東名高速道路の重要拠点厚木ICの改修事業を担う

４層ループ構造JCTの安全策を3Dモデルで検討

JCT及び換気所の完成形を共有するためにVRを作成

複雑な集散路の改築に当たり
シミュレーションモデルを活用

東名高速道路厚木インターチェンジ周辺で
の慢性的な交通渋滞を解消するために、集
散路の建設を行っています。集散路とは、
さがみ縦貫道路と現東名高速道路の利用者
が相互に、現東名高速道路本線に合流する
ことなく乗り換えを可能とするため、新た
に現東名高速道路本線から分離して建設さ

走行支援策と交通安全対策の
有効性をVRで確認

首都高速大橋ジャンクションは、４層の
ループ構造によって３号渋谷線と中央環状
線新宿線及び品川線（山手トンネル）を接
続するジャンクションになります。山手通
りの地下を通っている中央環状線トンネル
から、高架構造の３号線までの高低差70m
を、ループ状の道路で接続していますが、

住宅や施設が密集する地域で行う
建設工事に役立てる

川崎縦貫線は、首都圏における業務核都市
である川崎市と東京都心や他の核都市との
連絡を強化するために計画され、今事例の
時期には首都高速道路株式会社で建設中と
なっていました。
このうち大師ジャンクションは高架道路、
半地下道路が輻輳する複雑な形態となって

始されており、現東名を跨ぐ５つの橋梁の
うち１橋が架設完了し、現在、着々と工事
が進められています。このような近隣住民
に対する説明会や標識、レーンマークの設
置等に関する警察との協議等では、これま
で大判の図面や模型、パース図等が使用さ
れているようですが、新しいプレゼンテー
ションツールとしてのＣＧシミュレーショ
ンの活用を積極的に進めておられます。
同事務所の望月所長からは、公共事業の合
意形成を図る手法として、様々な場面でビ
ジュアルなCGシミュレーションがもっと広く
活用されるべきだとのご意見を伺いました。

win/Roadで作成。ドライビングシミュレー
ターによる実験を行い、走行支援策と交通
安全対策における有効性を確認。誘導ライ
ンのデザインやカラー、標識等の視認性を
比較検討することができました。
また、事故が発生した際の緊急雨避難経路
もシミュレーションも可能。事故が起こっ
た際の案内板表示や、非常口から施設外に
出るための緊急避難経路もシミュレーショ
ンできうようになっている。基本使用され
ない避難経路だけに、シミュレーションで
動線確認ができるのは3DでのVRモデルな
らではの交通安全対策と言えます

また、ループ内に建設される大師換気所は、
技術提案工事発注の際の応募企業様とのイ
メージの共有化を目的に換気所施工シミュ
レーションを3Dモデルで作成しました。
工事概要プレゼンテーションに活用し、よ
りわかりやすく工事場所の状況を把握いた
だくことで、より良い技術提案に結びつく
役割を果たしました。

れる接続道路です。今回のシミュレーショ
ンでは、この集散路を建設するにあたり、
道路の視環境（内部景観）及び外部景観の
評価並びに走行者の走行性・安全性を確認
することを主目的に作成されました。
さらに厚木工事事務所では、現東名高速と
さがみ縦貫道路の合流する海老名北ＪＣＴ
（仮称）の完成イメージのシミュレーション
をＵＣ-ｗｉｎ／Ｒｏａｄにより作成するこ
とになっています。本ＪＣＴ工事は既に開

閉じられた空間をぐるぐると回るため、視
認性を考慮し青と赤で車線を誘導する形式
です。これらの誘導ラインのデザインパ
ターンや色のトーン、標識のサイズや案内
文字の大きさなどを、視認性や安全性、走
行の妨げにならないかなどを検討した際に
「UC-win/Road」が採用されました。
大橋ジャンクションを建設する際に、３号
渋谷線と山手トンネルの一部を含む大橋
ジャンクション全体の３DモデルをUC-

いため、この建設に関わる地域住民の皆様、
事業関係者の共通認識を深めるために、フ
ォーラムエイトが走行シミュレーションを
はじめとする3DVRを開発しました。
大師ジャンクション及び大師換気所のある
エリアは、住宅地区や複合施設が密集して
いることもあり、住民や企業など、地域に
関わる方々が完成後の走行シーンを容易に
把握できるようにという目的のもと、走行
VRシミュレーションが構築されました。

JCTは走行シミュレーションがが可能。道路のレイアウトや案内標識は完成形がイメージできる正確な描写
となっている。また、換気所は段階を追って施工状況を確認することができる。

事故発生時の対応や、非常口から地上までの緊急
避難通路もシミュレーションに盛り込まれてい
る。普段使うことのない避難経路を確認できる。

UC-win/Roadでのシミュレーションを元に建設された大橋JCT。
実写との比較動画がYoutubeでも閲覧することができる。

首都高速道路株式会社USER首都高速道路株式会社 神奈川建設局USER

首都高速道路株式会社 神奈川建設局USER
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国道１号北勢バイパス全線VRデータ

東海環状自動車道担当工区全域シミュレーション

Case 21

Case 22

複雑なバイパスエリアの構造周知に役立てる

改革計画におけるコミュニケーションツールとして活用

地域住民への周知と理解を求めるため
3DVRデータを開発

一般国道北勢バイパスは、三重県三重郡川
越町南福崎（国道23号）から四日市市釆
女町（国道1号）を繋ぐ幹線道路です。平
成15年に三重郡川越町南福崎～四日市市
広永町区間の2/4車線が開通。平成22年に
は四日市市大矢知町（県道64号上海老茂
福線）～同市大矢知町（市道大矢知富田線）

VRシミュレーションデータを
橋梁や道路調査、VR体験にも利用

国土交通省中部地方整備局、多治見工事事
務所では、中部地方整備局の進める改革プ
ロジェクト「未知普請」におけるコミュニ
ケーションツールとして東海環状自動車道
の担当工区全線のシミュレーションデータ
を作成。フォーラムエイトが開発いたしま
した。同事務所調査設計課では、作成した

によるVRデータをフォーラムエイトで開
発いたしました。
VRデータは、並行する伊勢湾岸道路及び
副道、一般交差道路含めて作成（総延長５
５km）。周辺の風景や道路のディティール
なども含め、実物同様のビジュアルが再現
されています。
また、開通イベントのハイウェイウォーク
（平成１５年３月１６日）にて「３D体験」
として一般公開されました。

にも及ぶVRデータとなっています。
「道路工事ふれあい見学会」でのマグロー
ドＶＲ体験、トンネルシアターCG映像で
の利用など、一般への周知活用のほか、ヘ
リコプター視察シミュレーションＣＧビデ
オ作成、可児-御嵩バイパス住民説明など
でも利用しています。今後も土岐リサーチ
パーク、道の駅など面的開発プロジェクト
にも利用する予定とのことです。

区間2/4車線が開通し、年々延伸を進めて
います。国道１号と国道23号並びに、内
陸部の生活道路を適切に交通分散すること
によって交通渋滞の緩和を図るとともに、
道路交通の安全を確保し、また内陸部への
主要道路として、さらなる地域発展を促進
することも目的とした道路となります。
幹線道路と地域道路の交点となるセクショ
ンのため、地域住民への周知と理解を求め
る必要がありました。そこで、3Dモデル

データを多岐にわたり利用しています。
データは、南北２つの可児データ（北区間）
及び土岐データ（南区間）で構成。UC-
win/Roadの持つ様々な機能を使用し、木
曽川橋、御幸跨道橋、土岐川橋など28橋、
本線約23km、ＩＣ、ＪＣＴ、ＰＡ部分約
８km、東海環状自動車道と交差する一般
道10路線約５km、ハイテクロード南北線
約4.1km、関係主要道の可児-御嵩バイパ
ス約８kmなどを加えて道路総延長は47km

シミュレーションは、俯瞰視点のほか、走行視点で体験することも可能。3Dモデルでは、トンネルや料金所
がわかりやすいように白文字や白点線で目印があるのでわかりやすくなっています。

市街地区間では周辺の風景も実物同様に再現。交差点やオーバーパス。高速セクションなども正確に
3Dモデル化されている。

バックホウMG/MC体験シミュレータCase 23

ICTバックホウの操作訓練や半制御体験をVR化

実際の ICTバックホウと同様の操縦を学ぶことのできるシ
ミュレーターを開発。

MG/MCシミュレーターでは実際のバックホウと同様のモニ
ター画面を見ながら操縦することができます。MC機能などの
自動制御機能も体験することができます。その他、災害対策用
機械の遠隔操縦用リモコンでの操縦体験も可能。

建設現場のDX化に伴い
重機操作のためのVR教材を導入

担い手不足が叫ばれている建設現場では、
現在積極的にDXインフラ化を推進してい
ます。しかし、遠隔バックホウは車両系建
設機械の資格が必要なため，体験できる人
は限られています。国土交通省　中国地方
整備局では未経験者や初心者向けなどのバ
ックホウ無資格者に向け、より安全で効率
的な研修コンテンツとして、ICTバックホ
ウの操作ガイダンスや半自動制御を模擬体
験できるVRシミュレーターを導入しまし
た。

ダンス（MG）、マシンコントロール（MC）
機能を擬似体験できるようになっていま
す。MGは掘削する位置を可視化して操縦
をサポートする機能。MCは施工を半自動
で行う機能で、このシミュレーターには高
さ制御とバケット固定機能の２つの機能が
備わっています。その他、災害対策用機械
の遠隔操縦用リモコンでの操縦も体験でき
ます。

訓練・安全教育の他、様々な場面を
仮想体験できるプログラム

フォーラムエイトが提供するソリューショ
ンを活用して作成されたバックホウMG/
MC体験シミュレーターは中国技術事務所
構内のフィールドをモデル化し，実際のバ
ックホウ操作を体験できるもので、無資格
者のバックホウ操作を体験・研修はもちろ
ん、他業種や学生向けの講習会などにも積
極的に活用することで、担い手不足解消の
一端を担えるものと期待されています。こ
れは、バックホウのICT施工操作を一通り
体験できるシミュレーターで、マシンガイ

国土交通省中国地方整備局USER国土交通省中部地方整備局 北勢国道事務所USER

国土交通省多治見工事事務所USER
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VRで様々なインフラ工事を学べる
実際の道路状況を反映し
たプログラムで３台同時
で行えるシミュレーター

除雪重機やバックホウのシミュレーターも

DX研修用デジタル教材・除雪シミュレータCase 24

インフラ工事や除雪作業を学べるVR教材を開発

若手DX技術者育成のため
VRやARを活用した教材を開発

国土交通省・東北地方整備局では、河川堤
防や橋梁などのインフラ建設工事における
ＤＸを扱える技術者の育成の施設として、
「東北インフラＤＸ人材育成センター」を
設立。体験型実習施設となる同所で学ぶこ
とのできる、建設現場を仮想３Ｄデータに
落とし込んだ学習プログラムをフォーラム
エイトが開発しました。
全国初となる除雪機械の運転シミュレータ
ー体験設備や、大型モニターと電子黒板を
備えたＤＸ・プレゼンルームも設置。運転
シミュレーターでは、道路の雪を寄せる除
雪グレーダーの操縦を実践感覚で訓練でき

るようなシステムとなっています。
同プログラムは、インフラDX推進のため、
若手技術者を対象とした研修コンテンツと
なっており、道路・橋梁の管理知識、測量
や施工の管理等を学ぶVR教材、実物大の
樋管や橋台を用いた解説を行うAR教材、
安全指導や遠隔操縦を目的としたバックホ
ウシミュレータ、安全・操作技術向上のた
めの除雪シミュレータを作成し、研修に使
用しています。

インフラの基礎から実際の各種作業まで
想定されたシミュレーター

道路や橋梁をはじめとしたインフラの基
礎、施工、維持管理等に関する教育コンテ
ンツと、除雪やバックホウの訓練・安全教

育のシミュレータで構成されています。シ
ナリオを実行すると、舗装の断面構造やイ
ンフラ設備がどのように設置されているか
や、どのように劣化していくか、点検や補
修作業はどのような手順でおこなうべき
か、といった流れをVR映像で見ることで
わかりやすく理解することができます。そ
の他に、広報周知動画では橋梁インフラ、
施工管理と安全対策、災害対応、除雪・バ
ックホウシミュレータのイメージ、F8VPS
では機械設備、河川・道路施設の研修コン
テンツを見ることができます。河川、道路
研修WebVR・ARコンテンツでは、実際の
補修が必要な箇所をARで表示するなど、
実地での研修に大いに役立っています。

VR教材やシミュレーターの他、WebAR
教材も開発。

道路や橋桁、工事監督や堤防など、様々なインフラ工事に関する事象が学べるVR教材。設問なども盛り込まれていてわか
りやすく学べる。

梯団除雪という高速道路特有の
除雪方法を訓練するため、３台
同時での訓練を可能なプログラ
ムとなっています。VR映像はミ
ラーからの情報も正確に反映さ
れ、道路状況も実際にある状況
が反映されているので、駐車帯
などの操作対応も学ぶことがで
きます。

除雪車やバックホウの操作を学ぶことのできるシミュレーシ
ョンプログラムも開発。

高速道路梯団 除雪訓練シミュレーターCase 25

3台で行う「梯団除雪」の操作訓練が可能

３台 1組で行う梯団除雪のため、３台同時での訓練が
可能。１～２人の訓練も他車両を自動運転とすること
で訓練が可能。

高速道路での特殊な除雪作業を
仮想空間上でシミュレーション

中日本高速道路（NEXCO中日本）は、除
雪作業に従事する除雪車両のオペレーター
が高齢化や労働人口の減少など様々な要因
に伴う深刻な担い手不足解消の一助とし
て、グループ会社である中日本ハイウェ
イ・メンテナンス名古屋、そしてフォーラ
ムエイトと共同で、高速道路上の除雪車両
のオペレーターの育成を目的とした「車両
操作シミュレーター」を開発しました。

など必要な診断を行えます。また、複数台
で行う梯団除雪訓練として3台のシミュレ
ータが連携するのですが、他車両を自動制
御とすることで最低1人での訓練を行うこ
とも可能となっています。
シミュレーションプログラムは、名神高速
道路を表現した広大な雪景色のデータにな
っていて、コンテキストを選ぶことで天候
を切り替えることができます。シナリオ「シ
ミュレーション概要」を実行すると、除雪
シミュレータによるシミュレーションのイ
メージを見ることができます。シナリオ「運
転体験シナリオ」では、実際に除雪車両を
運転して基地からの出発や本線上の走行を
体験することができます。

複数台で行う「梯団除雪」訓練に加え
実際の高速道路での悪天候データも

一般道の除雪とは違い、高速道路の除雪は、
複数の除雪車両が隊列を組んで行う「梯団
除雪」が基本となります。そのため専門的
な操作が必要になりますが、この車両操作
シミュレーターでは、実写のコクピットを
再現し、可能な限り実車両に近い状態での
除雪オペレーションが訓練できるシミュレ
ーターとなっています。高速道路の道路環
境を再現し、走行位置の正確性や車間距離

中日本高速道路株式会社国土交通省 東北技術事務所 USERUSER
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「大型4KVR立体視ドライブシミュレータ」と
「VR国総研」を国土技術政策総合研究所へ納入

Case 26

多数ある施設の外観や試験走路を再現し、広報に活用しているほか、大型4KVR立体視DSも
導入し、部門間での研究のプラットフォームとしての利用を目指しています“

”

国土交通省ではインフラ分野のDX（デジタル・トランスフォーメーション）推進に取り組んでおり、国総研では、5Gなどによ
り、無人化施工、自動施工等の技術開発のための「建設DX実験フィールド」と、3次元データの一元管理・分析を行う「DXセ
ンター」を整備しています。フォーラムエイトは国総研へUC-win/Roadによる「大型4KVR立体視ドライブシミュレータ」を
納入。FORUM8バーチャルプラットフォームシステム（F8VPS）により同研究所旭庁舎を再現した「VR国総研」も提供。研究
開発のみならず、企画・広報へも活用いただいています。

インフラDX推進のプラットフォームとして
「大型4KVR立体視ドライブシミュレータ」と「VR国総研」を活用

量データを遅延なくやり取りできる環境を
構築し、無人化施工、自動施工等の技術開
発のための「建設DX実験フィールド」と、
3次元データの一元管理・分析を行う「DX
センター」を整備しています（令和3年4
月7日 国土交通省記者発表より https://
www.mlit.go.jp/common/001398779.
pdf）。

「VR国総研」は施設内を見学・散策でき、
実験施設や研究成果の動画へもリンク

フォーラムエイトの「大型4KVR立体視ド
ライブシミュレータ」は、これらのDX関
連設備の一環として同研究所内に設置され
ています。この装置を用いることで、
BIM/CIMデータを活用した道路交通研究、
インフラ構造物点検技術検証、VR・ARに
よる遠隔操作技術開発など、省庁内外での

官民連携によるインフラDX推進
企画・広報としても活用

フォーラムエイトは2021年6月、UC-win/
Roadによる「大型4KVR立体視ドライブシ
ミュレータ」を、国土交通省 国土技術政

じめとして、国総研の取り組みを広く周知
するための企画・広報プラットフォームと
して、様々なシーンでの利用が可能なシス
テムとなっています。
（記事内容は2021年当時のものです）

らず、企画・広報のプラットフォームとし
ても広く活用可能です。
国土交通省では省全体としてインフラ分野
のDX（デジタル・トランスフォーメーシ
ョン）推進に取り組んでおり、国総研では、
5Gなどの超高速通信インフラにより大容

まちづくり
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分野横断的な利用が可能です。
「大型4KVR立体視ドライブシミュレー
タ」とは、大型4面スクリーンの没入型立
体視表示システムです。広い視野角と高い
没入感を伴う運転シミュレーションが実現
しました。
シミュレータに供されるキャビンは、実際
の自動車の部品を使って構成され、よりリ
アルな運転環境を再現しているのも特徴で
す。
また、F8VPSによる「VR国総研」は、区
間内を自由に見学・散策できるほか、各種
実験施設の紹介や研究成果の動画などをリ
ンクしています。
さらに、「VR国総研」の空間は、ドライブ
シミュレータで運転シミュレーションを体
験することもできます。
同研究所のバーチャルツアーへの活用をは

策総合研究所（国総研）へ納入いたしまし
た。併せて、FORUM8バーチャルプラッ
トフォームシステム（F8VPS）により同
研究所旭庁舎の空間全体を再現した「VR
国総研」も提供しており、官民連携による
インフラDX推進のための研究開発のみな

3D・VRシミュレーションコンテスト オン・クラウドは、FORUM8デザインフェスティバルのメインイベントとして、毎年、
国内外からUC-win/Roadによる高度なVRデータ作品が集まるコンテストです。
「インフラDX推進の一環として南北3kmにおよぶ国総研の敷地全体を
VR化しました。多数ある施設の外観や試験走路を再現し、広報に活
用しているほか、大型4KVR立体視DSも導入し、部門間での研究のプ
ラットフォームとしての利用を目指しています。VRはF8VPSで公開
され、敷地のバーチャルツアーや実験の動画を見ることができます。
見どころは、スクリプト「バーチャル国総研と４KVRシミュレータ」
を実行していただくと、大型4KVR立体視DSでの運転の様子、敷地を
再現したVR空間、VR国総研の概要がご覧いただけます。VR空間では、
さまざまな実験施設、高速走行が可能なバンクのある試験走路、広大
な敷地を横切る公道の橋が再現されています」

つくばにある国総研の敷地全体、南北およそ3kmがVR空間に再現され、4KVR立体視DSで走行できます

リアルな運転環境を再現するため実際の自動車のキャビン部品を利用した「大型4KVR立体視ドライブシミュレータ」。
大型4面スクリーンの没入型立体視表示システムで広い視野角と高い没入感を伴う運転シミュレーションが実現しま
した

正門の脇には、研究本館というメインの建物があります

南北には、最大傾斜角が30度近くにもなるバンクがあり高速走
行が可能になっています

途中に架かっている橋は、敷地を横切る公道です

南には、円形の走行コースもあり、交通関係の施設が集まっ
ています

2021年ソフトウェア・プロダクト・オブ・ザ・イヤーで、
審査員特別賞 Traffic simulation賞を受賞

BIM/CIMデータ利用のモデルケースとして「VR国総研」
のデータを3Dプリンタで出力した模型を製作することも
可能です

2021年11月17日 品川インターシティホールとオンラインにて開催さ
れたソフトウェア・プロダクト・オブ・ザ・イヤー表彰式の様子

衝突実験施設をクリックすると国総研YouTubeチャンネルにリンクされ、その動画を確認することができます
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恵那市自動運転実証実験Case 27

人口減少、高齢化を自動運転レベル４で対策。VRシミュレーションで地域の活性化を支援

恵那市自動運転実証実験出発式に参列、
フォーラムエイトはVRで協力

2024年11月22日に行われた、恵那市自動
運転実証実験出発式のテープカットに弊社
社長伊藤が参列しました。
近年、人口減少や高齢化が進む中で、地域住
民の移動手段を確保することが重要な課題とな
っており、恵那市は、東濃地域自動運転特区
推進プロジェクトの一員として、自動運転社会の
実現に向けた積極的な取り組みを進めています。
フォーラムエイトは、恵那市の自動運転実
現に向けた取り組みにVRシミュレーション
で協力し、地域社会の移動手段の革新と活
性化を支援しています。自動運転車両の運
行に向けた実際の運用環境をデジタルツイ
ン環境で再現し、事前にシミュレーション

を通じて課題を洗い出す取り組みです。
今回の実証実験では、恵那市での移動手段
確保を目的に、地域住民や自治体、交通事
業者との連携強化を図ります。公道での試
運転や試乗会を通じて、自動運転車両の運
行に関する課題や地域住民の受け入れ態
勢、交通安全のリスクを検証します。
さらに、地元関係者や住民へのヒアリング、
アンケート調査を実施し、得られたデータ
をもとに運営費用や事業者参入の可能性も
整理します。2025年度には更なる実験を行
い、2026年の社会実装に向けた取り組みを
加速する予定です。

恵那駅付近で自動運転実証実験と
市民体験試乗会を実施

2024年11月23日には、ラリージャパンの

開催に合わせて、恵那駅付近で市内初の自
動運転実証実験が行われました。実験では、
恵那市独自のラッピングを施したEVバスが
市内を走行し、市民が無料で体験乗車しま
した。
恵那駅を発着点に駅周辺の約700メートル
を最高時速18キロメートルで走行する自動
運転バスが使用され、乗客8人乗りの車両
で、運転手が一人乗車するものの、基本的
には運転をしない「レベル2」での走行が
行われました。
ラリージャパン2024のリエゾン応援エリア
と恵那まちなか市の会場となった恵那駅前
には、多くの人が来場し、試乗は大変な人
気を博しました。

自動運転EVバス ARMA

弊社社長伊藤があいさつ

恵那市自動運転実証実験出発式テープカット

弊社社長の伊藤や関係各位のあいさ
つの後、関係者を乗せた車両は恵那
駅に向けて出発。試乗した市観光協
会の阿部伸一郎会長は「自動運転と
言われないと分からないくらい違和
感がなく快適だった。自動運転の未
来とポテンシャルを感じた」と感想
を述べました。

締結式の、五平餅や市公式キャラクターエーナがプリントされた車両が
披露され、市役所正面玄関前で自動運転実証実験の出発式が行われまし
た。式には国、県、近隣市の関係者が出席した他、東野こども園の園児
も参加しテープカットが行われました。

自動運転実証実験に供し
たのはNAVYA Mobil ity
車のARMA。実証実験で
は部分的自動運転レベル
2だが、最終的には人手
を必要としない完全な自
動運転レベル4を目指し
ています。

乗車人数 14人（実証実験中は９人）
サイズ4750×2100×2640mm

重量 2400kg

最高速度 18km/h

1充電走行時間 9時間
自動運転レベル2

人）
m

システムが縦方向又は横方向のいずれかの車両運転
制御のサブタスクを限定領域において実施

レベル１ 運転支援

運転者がすべてのタスクを実施
レベル0 運転自動化なし

システムが全ての動的運転タスクを限定領域に実行
／作動継続が困難な場合はシステムが介入

レベル２ 部分運転自動化

システムが全ての動的運転タスクを限定領域に実行
／作動継続が困難な場合はシステムが介入

レベル３ 条件付運転自動化

システムが全ての動的運転タスク及び作動継続が困
難な場合への応答を限定領域にて実行

レベル４ 高度運転自動化

システムが全ての動的運転タスク及び作動継続が困
難な場合への応答を無制限に実行

レベル５ 完全運転自動化
恵那市公式キャラクター

「エーナ」

UC-win/Roadによる事前の安全性検証イメージ (左：雨天時、
上：降雪時 )。

メタバース F8VPSによるモニタリングイメージ (GPS位
置情報リアルタイム連携 )。

秋田県港湾部のデジタルツイン、
自動運転安全検証と遠隔モニタリング

Case 28

VRとメタバースによって自動運転が一歩前進

自動運転制御システム（R OS / R OS 2）とV Rの連携環境。U C - w i n / Ro a dと自動運転制御質テムを繋ぎ情報を連携。それらをF 8 V P Sを使ったWe b V R環境でモニタリングし
ます。

メタバースを活用した
自動運転プロジェクトを実施

秋田県の港湾部において、国土交通省東北
地方整備局の、港湾におけるトラック自動
運転技術活用の安全性検証業務および、自
動運転技術の検証業務を実施。デジタルツ
インを活用し、VRシミュレーションによ
る事前の安全性検証および、メタバースと
実車GPS位置情報のリアルタイム連携によ
る遠隔モニタリングを行っています。
この業務は、秋田港をモデルとして、トラ
ックの自動運転技術を活用した実空間での
安全性検証とともに、強風雪等の環境・条
件下への影響について、将来の社会実装を

実車両による実証実験、WebVR環境にお
ける実車GPS位置情報とメタバース
F8VPSにより、3DVR空間として構築。遠
隔モニタリング・走行データの記録が可能
です。
（記事内容は2024年当時のものです）

考慮しながら検討を行うものです。

VR上のシミュレーションで
自動運転システムの検討も実施

令和3年12月～令和4年6月には、実験用の
対象エリアVRデータおよび、自動運転用
の高精度3次元地図を作成。UC-win/Road
で実際の運転環境を再現した3DVR空間と
ROSシステムの位置情報を連携し、模擬3
次元LIDARデータ、カメラ情報等をVR空
間で取得して、自動運転向け制御システム
に送信することで、事前の安全性検証シミ
ュレーションによる自動運転システムの検
討を実施しました。
加えて、令和4年10月～令和6年3月には、
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地形や伝説を直感的に体験可能なWebVR／ARを構築Case 29

ARがオーバーツーリズムの回避に役立ち、VRは遠隔地から追体験が可能。
見る者の想像を膨らませ、かつ新たな気づきを与えてくれる。“

”

秋田県男鹿市は、フォーラムエイトのF8VPSによるWebVR／ AR（仮想現実／拡張現実）ソリューション技術を導入。2022年
度には観光資源の事前体験や現地体験を供する「寒風山ジオサイトVR／ AR」を、2023年度には伝説を直感的に体験できる「赤
神神社五社堂AR」を、それぞれ構築して運用を開始。以降も引き続き、新たなWebVR／ AR適用の構想が進められています。

観光を核とする産業振興に向け、情報発信力を強化

世界に誇る「なまはげの文化」
「ジオパーク」

男鹿市（男鹿半島）は、その北方との経済
的・文化的交流の歴史は古く、北海道の縄
文遺跡で発掘された土器にも痕跡を辿るこ
とが出来、7世紀末から10世紀初頭まで栄

開発を推進。さらに男鹿市と、その東側に
隣接し八郎潟の干拓により誕生した大潟村
の全域をカバーする「男鹿半島・大潟ジオ
パーク」は、2011年に日本ジオパークと
して認定されています。

滞在型観光への転換ソリューション
としてWebVR／ AR活用へ

多彩な観光スポット、あるいはなまはげを
始めとする独自の伝統文化を有する男鹿
は、古くから多くの観光客を惹きつけてき
ましたが、次第にかつての滞在型から通過
型へとシフト。市では、その流れを滞在型
へ再転換させることが課題となっていまし
た。
男鹿市観光文化スポーツ部文化スポーツ課
の中で主に「男鹿半島・大潟ジオパーク」
や文化財の保護・活用に携わる竹内弘和主
幹は、各景勝地や文化財を学ぶうち、それ
らについてより「楽しんでもらわないと、
もったいない」と実感。ジオパークガイド
や史跡のボランティアガイドなどが組織化
されてきたとは言え、「それだけではちょ
っとケアが足りない」との思いがあった、
と振り返ります。
そのような折、秋田県のにかほ市でかねて
より注目していたWebVR ／ ARが2022年
4月に観光サービスへ導入されたのを知
り、早速体験。その優れた表現力に興味を
覚え、これまでなかった情報発信や魅力の
提供に繋がると着想。具体化に向けた取り
組みが動き出しました。

えた渤海からの使者が何度も訪れているほ
か、中世の蝦夷や千島などとの交易、北前
船の寄港地としてなど、海運を通じ重要な
役割を果たしてきた経緯があります。
また当地を語る上で欠かせないアイテムが
「男鹿のナマハゲ」。1978年に国の重要無
形民俗文化財に、2018年にはユネスコ無

形文化遺産に登録されています。菅原市長
は、景勝地や食、「なまはげの文化」を世
界に誇る地域の魅力と位置づけます。
また、男鹿市の1／ 3に相当するエリアは
1973年に男鹿国定公園に指定されており、
市では貴重な景観や地質学的価値に配慮し
つつ防災や教育、観光に資する持続可能な

形が出来たのか、ということを知っていた
だきたい」（竹内氏）との狙いから、同市
の「寒風山ジオサイトVR／ AR」導入（2022
年度）に繋がっています。
具体的には、寒風山の頂上付近5カ所の体
験スポットの看板から二次元バーコードを
読み取り、スマホ画面を介して、寒風山の
過去の火山活動や火山地形形成の様子を
ARにより体験可能。また、【寒風山ジオサ
イト】観光案内所のウェブサイトにアクセ
スすると、VRでも同様に再現できます。
「山頂付近の噴火口から溶岩が流出し周囲
を埋め尽くしていく様子が非常に分かりや
すくなりました」。菅原市長はその従来型
の説明にはない、直感的に楽しみながら学
んでもらえるメリットを受け、寒風山の更
なる魅力発信に繋げていきたい考えを述べ
ます。
（記事内容は2024年当時のものです）

「寒風山ジオサイトVR／ AR」構築の
狙いと効果

男鹿半島の玄関口に位置し「男鹿のシンボ
ル的な存在」（菅原市長）とも称される寒
風山。標高355ｍと低山ながら、山頂から
眼下の日本海を始め遠くに白神山地や鳥海
山を望めるほか、秋田市街へと続く夜景な
ど、360度の大パノラマを楽しめるのが特
徴。周辺には「鬼の隠れ里」や「滝の頭湧
水」などの見所も集積。数年前からは環境
保全の狙いもあって山焼き（毎年4月）を
復活させるなど、人気のエリアです。
山焼きの成果として噴火口跡の窪みや溶岩
じわ、崖などが以前と比べて分かりやすく
なっていたものの、来訪者の大部分は山菜
採りや景観を堪能するに留まりがちでし
た。そこでより多くの人に「どこで火山の
噴火が起き、どのように溶岩が流れ今の地男鹿市

菅原広二市長

「男鹿市は観光を中心にまちづくりを行っていくことが大事だ、と思っています」
三方を海に囲まれ、天然の良港に恵まれた地の利を活かし、古くから独自の文化を形
成・発展し近年、観光産業の振興に力を入れてきた半面、発信力の制約からこれまで
その有する魅力を十分には伝えきれていなかった、と菅原広二男鹿市長は述べます。
また観光は、観光業はもとより農業や漁業など広範な産業に影響する総合戦略産業と
の観点から、同市では当該業界関係者はもちろん一般市民を巻き込んだ「おもてなし
の心」の醸成にも注力。そのためにはまず地域住民に幸せを感じてもらうことが重要
で、住民自身が訪れた人にそれを還元。さらには、世界中からの旅行者に幸せを感じ
てもらえるような観光地づくりを目指し続けていきたい、との考えを示します。

す」す」」
化を形を形形化をを形形をを形
れままででれままでででで
ますす。ますすす
産業業とと産業業と業とと業
てななししてななししなしし
が重重要要が重重要要重要要重
を感感じじを感感じじじ感感じ感

観光文化スポーツ部文化スポーツ課主幹
竹内 弘和氏

「ジオパークや史跡など素材として使ってきた既存の観光資源にARを用いることで、実
際に目で見えるものからのみでは得られない、あるいは追体験できない特殊な事象や伝説
などの情報を一つの観光コンテンツとして付加させられるというところに、非常に意義が
あるのではと思っています」
あくまでも文化財を専門とする自身の視点と断りつつ、竹内氏はWebVR ／ ARの最も大
きな活用効果をこう位置づけ。特に、ARがオーバーツーリズムの回避に役立つ一方、VR
は遠隔地からでも寒風山の火山活動などの追体験が可能で、地球環境に優しいのみならず、
見る者の想像を膨らませ、かつ新たな気づきを与えてくれる、と説きます。

で、実、実実実
や伝伝説伝伝説や伝伝説伝説
意義義が意義義が義が

最もも大最もも大も大
、VRVRV
らずず、らずずず

男鹿の地形がどのようにして出来上
がったのかを視覚的に学び楽しむこ
とができる。
各体験スポットに設置された看板に
記載されている二次元コードを読み
取ることで手軽に体験が可能。

現地で二次元コードを読み込むことで往時の様子や
大迫力の鬼の伝説をスマホのARで体験できる

赤神神社五社堂にまつわる伝説や往時の様子をARで再現

ARを一つの観光コンテンツとして付加させられる

地域住民と世界中からの旅行者に幸せを感じてもらえる観光地づくりを
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「UC-win/Road」を導入し、
「たまなメタバース」を開発、提供

Case 30

メタバース空間内で玉名の特産品を見つけたり、ゆるキャラのクイズに正解したり、
観光スポットを実際に現地訪問して獲得する「玉名かるたNFT」を公開“

”

玉名市は2022年にリアルタイムシミュレーションソフト「UC-win/Road」を導入し、デジタルツインを活用した災害の可視
化や避難シミュレーションを実施していました。その後、デジタルツイン環境のさらなる整備を進め、まちづくりや観光振興
にも活用を広げています。このメタバースはWebVRプラットフォーム「メタバニア F8VPS」により開発されたもので、第1弾
のコンテンツとして、玉名市の観光名所や花火大会などを再現したシーンが盛り込まれています。また、今後公開されるコン
テンツとして、GPSの位置情報を活用し、メタバースにNFT機能を追加した「玉名かるた」を予定しています。これはフォーラ
ムエイトのNFTプラットフォーム「まじもん F8NFTS」によって開発されています。

「たまなメタバース」上で花しょうぶ祭りや花火大会など玉名市の魅力を発信

WebVRプラットフォームF8VPSにより
メタバースを開発

玉名市は、国交省のオープンデータプロジ
ェクト「PLATEAU」の3D都市モデルを活
用した地域課題のソリューション開発ユー
スケース事業において、2022年にフォー
ラムエイトのリアルタイムシミュレーショ

ゆるキャラとの会話やクイズなども楽しめ
ます。菊池川河川敷では、実際に10月に
開催された花火大会をドローンで撮影され
た360度動画で体験できます。また、花火
が打ちあがる河川敷の空間に、果物やお菓
子など玉名市の特産品のイメージが表示さ
れ、ECサイト、ふるさと納税サイトへの
アクセスや、玉名市のイベント情報を閲覧
できる交流サイトへのリンクも用意されて

ンソフト「UC-win/Road」を導入し、デ
ジタルツインを活用した災害の可視化や避
難シミュレーションを2022年から実施し
ていました。その後、デジタルツイン環境
のさらなる整備を進め、今回リリースした
メタバースとして展開することで、まちづ
くりや観光振興にも活用を広げています。
フォーラムエイトのWebVRプラットフォ

ームF8VPSにより開発されたこのメタバ
ースには、第1弾のコンテンツとして、玉
名市の観光名所や花火大会などを再現した
シーンが盛り込まれています。
高瀬裏川水際緑地では、有名な花しょうぶ
祭りの花摘み娘や夜間ライトアップを表現
し、メタバース上で満開の花しょうぶの景
観を一年中鑑賞できるようになっており、

NFTプラットフォームF8NFTSで開発され
ており、メタバース空間内で玉名の特産品
を見つけたり、ゆるキャラのクイズに正解
したり、観光スポットを実際に現地訪問す
ることで、「玉名かるたNFT」を獲得でき
るものです。将来的には、ウォレットを活
用した取引やサービスの提供も検討してい
ます。
（記事内容は2023年当時のものです）

新コンテンツの「玉名かるた」を公開

高瀬裏川水際緑地

「たまなメタバース」（h tt ps : / / p l a te a u -ta m a n a - m eta ve rse.
f8vps.jp/）のトップページ

花しょうぶ祭りの花摘み娘や夜間ライトアップを表現し、メタバース上で満開の花しょうぶの景観を一年中
鑑賞。ゆるキャラとの会話やクイズなども楽しめる。

10月に開催された
玉名花火大会を
360度動画で体験。
河川敷の空間には
特産品のイメージ
が表示され、ECサ
イトやふるさと納
税サイトへアクセ
ス可能。

江戸時代の平田船
をイメージし、米
俵を転がして船に
積み込むシーンを
リアルに再現。現
代の「玉名大俵ま
つり」鑑賞ガイド
動画も視聴できる。

います。
高瀬船着場では、江戸時代に米俵を運んだ
平田船の様子をイメージし、現代の大俵ま
つりのもとになった、米俵を転がして船に
積み込むシーンなども表現しています。
また、今後公開されるコンテンツとして、
GPSの位置情報を活用し、メタバースに
NFT機能を追加した「玉名かるた」を予定
しています。これは、フォーラムエイトの

菊池川河川敷

高瀬船着場

「玉名かるた」は、GPSの位置情報と、メタ
バースにNFT機能を追加したもので、フォー
ラムエイトのNFTプラットフォームF8NFTS
で開発され、メタバース空間内で玉名市の特
産品を見つけたり、ゆるキャラのクイズに正
解したり、観光スポットを実際に訪問するこ
とで、「玉名かるたNFT」を獲得できます。
将来的には、ウォレットを活用した取引や
サービスの提供も検討しています。
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鳥海山山体崩壊、九十九島の光景、象潟地震
による潟の陸地化をAR/ VR技術を用いて再現

Case 32

AR/ VRの広範な適用可能性、カギは地域課題に即した想像力

鳥海山と日本海に育まれた、
芭蕉をも惹きつけた独自の環境

「にかほ市」は秋田県南西端に位置し、西
は日本海に臨み、南に鳥海山を仰ぎ見る風
光明媚な地として知られます。
約60万年前の火山活動により形成したと
される鳥海山は、約2,500年前の山体崩壊
と岩なだれにより土砂が崩落。その一部は
海岸部を越えて日本海に流れ込み、浅い海
と数多くの小島から成る絶景として広く知
られた九十九島の原形が生成。ところが、
1804年に起きた象潟地震で象潟の一帯は
約2m隆起により、潟は陸地化。そうした
景観的推移や、江戸から明治にかけての北
前船の寄港など、先進のAR/ VR技術によ
り誰もが容易に体感できるようにすること
が目指されました。

鳥海山の山体崩壊から今日に至る象潟、
北前船も再現するARを構築

にかほ市のARコンテンツ構築事業に携わる
ことになり、まずベースとなるにかほ市の現

況の3DVRを作成。そこに、1）約2,500年
前に起きた鳥海山の山体崩壊と岩なだれに
より浅海や数多くの小島が生まれ、2）やが
て古来人々を惹きつけ、芭蕉も目撃したであ
ろう九十九島の光景へと推移し、3）1804
年に象潟地震が起きて潟が陸地化し現在に
近い姿が現れる ― というプロセスを現況の
VRに重ね合わせて再現。併せて、江戸時
代から明治時代にかけて日本海の海運で大
きな役割を果たし、同市の金浦湊、三森湊
および平沢湊がその寄港地として日本遺産
に認定されている「北前船」にもフォーカス。
潟が陸地化する前の当地が、航行する船か
らどう見えていたかも同様に再現しています。
そのうち、北前船にフィーチャーしたラフ段階
の成果は、2021年11月のフォーラムエイト デ
ザインフェスティバルの「3D・VRシミュレーショ
ンコンテスト・オン・クラウド」にも出品。審
査員特別賞 地域づくり賞を受賞しています。
その後、2022年3月末までに一連の3D・
VRを完成。さらに、それらのVRを実際の
景色に重ね合わせて見ることが出来るAR
システムを構築しています。

WebVRへの展開、観光・教育分野での
更なる有効活用を視野

「今回出来上がったものをいかにもっと活
用していくかが、自身らに課せられた次の
取り組み」と市川市長は語ります。
その一つとして進行中なのが、現地に行か
なければ得られないARの観光サービスと
同じような体験を、WebVRによりインター
ネットで繋がった自宅のパソコンやスマホ
からも可能にしようというもの。
「私たちは、山があって海があって良いと
ころだと言われながら、それらをうまく情
報発信できていない弱みがありました」
それが今回の取り組みの中でAR/ VRを使う機
会を得、市川市長は情報発信の手段としての
その有効性を実感。また、視覚化という観点
から、同技術を用いて市の持てる資源を活用
しながらどういう街であるべきかという街づく
り、あるいは未来予測のシーンへの適用展開
を想定。市民に対し、より説得力のある説明
に繋がるはず、と新たな可能性に言及します。
（記事内容は2023年当時のものです）

にかほ市への来訪意欲創出を目
的としたAR観光サービスを展
開。景色に重ね合わせられる
ARコンテンツの例（左：九十九
島の再現／右：日本海に浮かぶ
北前船の再現）

約2,500年前の山体崩壊により現在の鳥海山の風光明媚な景観が生まれた。日本遺産に認定されている北前船のVRは、コンテストで「地域づくり賞」を受賞

第20回 3D・VRシュミレーションコンテストオン・クラウド　審査員特別賞受賞作品「にかほ市北前船再現VRシミュレーション」

琉球料理 伝説の龍 琉球舞踊

日本遺産・那覇めぐりWebARシステムCase 31

スマートフォンを通して伝統文化を楽しめる

実在空間と連動するAR上で
沖縄の伝統が蘇る

2019年に沖縄県初の日本遺産に認定され
た『琉球王国時代から連綿と続く沖縄の伝
統的な「琉球料理」と「泡盛」、そして「芸
能」』。「琉球料理」は、琉球王国時代から
発展してきた独自の食文化。日本本土の料
理とは異なる特徴を持ち、中国、東南アジ
ア、さらにはアメリカの影響も受けながら
発展してきた歴史があります。古くから造
られている伝統的な蒸留酒「泡盛」は、琉
球王国時代から続く日本最古の蒸留酒とも
言われています。そのほか芸能文化につい
ても、沖縄文化を語る上で欠かせない存在

です。そういった歴史的文化の背景にある
ストーリーを解説し、関連文化財をめぐる
まちあるきツアーと組み合わせて利用する
ツールとしてフォーラムエイトがF8VPS
によるWebARコンテンツを構築しました。

琉球料理、泡盛、琉球舞踊
そして伝説の龍を仮想ビジュアル化

ICT技術の一つであるAR（拡張現実）のを
活用して、まち歩きツアー参加者のスマー
トフォンやタブレットで位置情報と連動
し、失われてしまった文化財や民族文化な
どの姿を実在の空間に浮かび上がらせるこ
とができます。このように仮想ビジュアル
化した歴史文化で現実空間を演出すること

で魅力あるツアーコンテンツの一つとして
注目されました。
 那覇市の観光スマートフォン等で琉球舞
踊、琉球料理、路上に現れる伝説の龍の
AR体験が可能となっています。

ARの仕組みは、任意の場所にスマートフォンを向けると、
特定のコンテンツが表示される。

ARコンテンツとして構築されたのは、いずれも沖縄の伝統
文化の一端を担うものばかり。ARは一度認識してしまえば
スマートフォンの動きとコンテンツが連動する仕組み。コン
テンツのサイズを変えることもできる。

一般社団法人 那覇市観光協会 秋田県 にかほ市USER USER
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歴史的資源等多様な事業検討へ3Dリアルタイム
VRソフト「UC-win/Road」導入

Case 33

姫路城はじめ地域特性を活かしたまちづくりへ広く3D・VR整備

システムの導入検討から調達、研修、
運用の流れ

姫路市では情報技術（IT）の有効活用を積
極的に進め、VR（バーチャルリアリティ）・
CG（コンピュータグラフィックス）技術
を駆使した3次元空間でのシミュレーショ
ンやプレゼンテーションの可能性に注目。
システム管理課がその運用主体となって
フォーラムエイトの3DリアルタイムVRソ
フト「UC-win/Road」を導入。その3D空
間シミュレーションシステムの利用環境を
整備・運用する観点から同市市長公室総務
部システム管理課係長の藤本康樹氏、同課
の三木一伸氏および中西理恵氏に、一方、
同システムを社会資本整備に活用する観点
から同市建設局道路部街路建設課係長の柳
川裕史氏に、それぞれお話を伺いました。
2005年度、システム管理課（当時は情報
化推進室）を中心に都市計画部門・区画整
理部門・建設部門の関係者が参加して「3
次元空間シミュレーション導入検討会」を
組織。一連の検討を通じ、「出来れば外部

委託するのではなく、職員自ら3D空間の
データを作成し、シミュレーションなどの
システム操作を行えるソフトウェアが望ま
しい」とのスタンスが描かれました。
翌2006年度には検討会を「3次元空間シミュ
レーション運用委員会」として再編。検討
会の要望に対応するUC-win/Roadを中心と
したシステムが採用されています。システム
導入後は職員自らデータ作成するための研
修に続き、姫路駅から姫路城周辺の現況、
さらに姫路城周辺地区の歴史的なみちすじ
の整備（通称「歴みち事業」）の一部「東部
中濠（なかぼり）線」の3D・VRデータ整備
が取り組まれました。
2007年度からは職員向け研修の対象を拡
大。システム管理課が庁内関係部門から15
人を募り、3日間にわたって実施。2008年
度はデータ作成からプレゼンテーションまで
システム機能の概要をより広く事業担当者に
理解してもらうため、1日のみの研修を10人
ずつ3回、合計30人に対して行っています。
　当初は事業の各担当者が自らデータ作成
することとされましたが物理的な制約もあ

ることから、各自がデータ作成する中で中
西理恵氏がそのサポートをするという体制
でスタート。それが最近になって、都市計
画部門へ異動したシステム管理課の前任者
らを中心に、事業担当者が自らデータを作
成しようという流れも浸透し、中西理恵氏
がそれらをUC-win/Road上で統合すると
いう連携作業が進んでいます。
同市ではこれ以外にも、「大塩学園通り」
プロジェクトにおける計画案の比較検討、
家老屋敷跡公園および美術館での景観シ
ミュレーション、岡田交差点の交通シミュ
レーションなど、同システムの可能性を探
るさまざまな試みも実施。それらを通じ、
庁内や協議会など行政関係者向けプレゼン
テーションでは一定の成果を上げてきたと
振り返る一方、今後は住民説明会など市民
サービスにこれをどう繋げていくかが課題
と位置付けます。そのためにも、システム
管理課ではより多くの職員が本来業務と並
行して同システムを有効活用できるような
環境を提供していきたいとしています。
（記事内容は2009年当時のものです）

無電柱化、周辺建物の景観を配慮した改築、姫路城への眺望を確保できることをシミュレーション

家老屋敷跡公園・美術館への記念樹を植樹した場合の景観を検討したシミュレーション

職員自らデータ作成するための研修を拡大。
2007年度 15人、2008年度は30人に対して
行っています。

【家老屋敷跡公園・美術館　記念植樹の景観】

各施設への移動にはLRTの乗車して移動することができま
す。消防署では普段見ることのできないはしご車のはしご
からの風景や、ゴミ処理場のシステムなど、ヴァーチャル
で社会科見学ができるプログラムとなっています。

宇都宮デジタルシティ
体験プロジェクト

Case 34

ウェブ上に3D構築された宇都宮市のまちを探索できる

宇都宮駅東口をはじめ、消防署やゴミ処理場、浄水場
やリサイクルプラザなど、実際の宇都宮市の施設を訪
れることができます。

コロナ以降の新しい世界に向けて
仮想3D空間での社会化教育

宇都宮市が掲げる“スマートシティの実現
“に対し、フォーラムエイトが提案したの
が「3D都市モデル等を活用したデジタル
シティ体験プロジェクト」です。
新型コロナウイルス感染症の影響で外出制
限中でも効果的な社会科教育の実現を目的
として、フォーラムエイトが開発したプラ
ットフォームF8VPSで宇都宮市中心部の
主要施設を精密に3D都市モデル化し、ウ
ェブ上で公開。LRTを含む宇都宮駅周辺や
消防署・浄水場・焼却場など、社会科見学
で訪れる主要な施設など、宇都宮市内の代

入に至りました。
このように都市や施設等のウェブ3Dモデ
ルを活用し、コロナ以降の新たな生活様式
にも対応できる教育システムの実現を目指
しています。またDigi田（デジデン）甲子
園2023の宇都宮代表コンテンツに選ばれ
ています。

表的な公共施設がウェブ上に再現されてい
ますので、それら施設を選択すると、施設
の概要説明、ウォークスルーによる探索、
アニメーションや動画による設備や業務の
紹介を見ることができます。

文化施設の内部も精巧に3D化
児童の探究心にも応える作りに

通常は見られない視点での探索や解説の視
聴、設備の稼働アニメーション等が含まれ、
ビジュアルによる設備や業務の紹介を見る
ことができます。学校に行けなくても文化
施設へのアクセスや、外出しなくても社会
施設見学ができる、といった課外活動とし
ての学校教育における有効性を検証し、導
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フォーラムエイト ラリージャパンのコースをVRで再現
若年層のラリー教育にメタバースで授業を実施

Case 35

ラリーを開催する自治体の各組織と強力に連携し
住民理解を得ながら地域の発展に寄与します“

”

愛知県豊田市・岡崎市・新城市・設楽町、岐阜県恵那市・中津川市といった広域で開催される世界ラリー選手権（WRC）日本
ラウンド。中部地域での開催は2025年で4回目の開催となりますが、地元住民の開催理解や観客PRなどにフォーラムエイト
「F8VPS」「F8NFT」が活用され、円滑な競技運営に貢献しています。

自治体との連携なくして世界ラリー選手権の開催は実現しない

向けたラリーの認知・教育を実行委員会と
ともにプランニングしました。実行委員会
は2023年から若年層に向けたラリー啓蒙
のために小中学校の校舎・行程を利用した
“リアル”な現場でラリー教室を行っていま
したが、フォーラムエイトはF8VPSを利

弊社はラリージャパンの
タイトルパートナーです

フォーラムエイトは、愛知県と岐阜県の各
地で開催されているFIA世界ラリー選手権
（WRC）日本ラウンドに、2022年よりタ
イトルスポンサーとして参画しています。
WRCは公道を使用したモータースポーツ
であるため、主催者と開催各地域の自治体
との密接な関係性なくしては成立しない競
技です。開催地域住民との合意形成や開催
気運の醸成なくしてラリー競技の実施・継
続は不可能と言っても過言ではありませ
ん。多くの自治体との連携実績を持つ弊社
は、こうした環境下で多くの貢献が可能だ
と考え、協賛させていただくこととなりま
した。

リー NFT」を用意しました。現実の各SS
会場や、メタバースの各シーンを巡ること
でパーツNFTを獲得。また、メタバース内
での宝探しやクイズに正解することなどに
より100以上のパーツNFTを手に入れ、そ
れらを組み合わせて自分だけのオリジナル
ラリーカーを完成させるといった施策を提
供しました。完成したラリーカーはメタバ
ース内でコレクションしたり展示したりす
ることが可能なほか、メタマスク(トーク
ンを保管できるソフトウェアウォレット)
を通じ、オープンのNFTマーケットにも展
開が可能となりました。
フォーラムエイトは2025年大会において
も豊田市・恵那市をはじめとする開催自治
体をサポートし、世界に誇るデジタル技術
で新しいWRCを世界に提案していきます。

同時に、豊田市や恵那市のみならず、岡崎
市・新城市・設楽町・中津川市といった、
競技コースとなる公道を提供する自治体の
観光地の紹介や、ゆるキャラとの交流、特
産品の紹介などができる空間を設定。さら
に、ラリー当日のイベント会場やラリーマ
シンをメンテナンスするサービスパークを
再現した空間を作り、当日会場に来られな
い方でもラリージャパンを疑似体験できる
試みをメタバースで実施しました。

次世代に向けたラリー教育に
F8VPSを活用

また、WRCを継続して開催する方策を各
自治体とともに考察するなかで、次世代の
ラリーファンやラリーに関わる人材の育成
が重要であるとの認識で一致。小中学生に

用したメタバース空間での「メタバースバ
ーチャルラリー教室」の開催を提案。長野
オリンピック金メダリストの清水宏保さん
やパックンマックンをゲストに迎え、多く
の子供たちとラリーについて学ぶ機会を
2024年10月に設けることができました。
この施策実施にあたっては、F8VPSで構
築したメタバース空間が、特別なアプリケ
ーションやハードウェアを介すことなく、
汎用PCやスマートファンで接続可能なこ
とも好評を得た要因であったと考えていま
す。

2024年には「ラリー NFT」も登場
現実のSSとメタバースのリンクを強化

さらに、リアルのラリー会場とメタバース
をより密接につなぐコンテンツとして、「ラ

ラリージャパンを
疑似体験できるメタバース

2023年のWRC開催に際し、実行委員会は
名古屋グランパス（サッカー Jリーグ）や
トヨタヴェルブリッツ（ラグビーリーグ１）
の本拠地として知られる豊田スタジアムの
ピッチをラリーのコースとして使用するこ
とを決定しました。より多くの観客の皆さ
んの目の前で迫力あるラリー競技を開催し
たいという実行委員会の思いを実現するた
めに、弊社は豊田スタジアムの全景及びピ
ッチに設置されるコースをF8VPSで再現
することを提案。チケット発売前に観戦希
望者に対しよりリアルに競技の雰囲気をバ
ーチャル体感できる「FORUM8 Rally 
Japan Metaverse 2024」を設置しました。

豊田スタジアムでのスペシャルステージ（SS）をメタバースで再現し、実行委員会における開催イメージの共有や、チケット発売時における観客PRに活用した。

フォーラムエイトはWRCのシーズンパートナーでもあ
り、各国のラリーコースにはところどころで弊社ロゴの入
ったアーチが掛けられる。 バーチャルラリー教室でのワンシーン。仮想空間に各回40名の子供たちが集合してラリーを楽しく学んだ。

競技場内を走るラリーカーの中からのコースイメージまで再現可能。また、競技を終えたマシンがメンテナンスを行うサー
ビスパークも本物そっくりに再現された。

現実の各SS会場や、メタバースの各シーンを巡ることで
パーツNFTを獲得し、それらを組み合わせることでオリ
ジナルラリーカーを作成できる施策を投入。

WRCで活躍する若手ドライバーをアワードスポンサーとしてサポート

デジタルツインによる持続可能な都市の実現に向けた連携協定を締結

WRCでトップレベルの活躍を目標に切磋琢磨する将来有望な選手育成を目的として、
WRC2クラスのドライバーのなかで最も多くのステージウインを獲得した選手に毎戦
贈呈されているのが「FORUM8 WRC2 Most Stage Wins Award」です。フォーラム
エイトはアワード獲得ドライバーに「英雄」の文字を入れた兜型のトロフィーを贈呈
しています。2024年シーズン、最も多くの当アワードを受賞したオリバー・ソルベ
ルグ選手は「父（ペター・ソルベルグ）のファンがとても多い日本の企業『フォーラ
ムエイト』からこの賞をいただくと、自分も日本のファミリーになった気分になれま
す」と受賞の喜びを語ってくれました。

フォーラムエイトは豊田市と相互に連携し、市が抱える様々な課題について、デジタルツイン上での
シミュレーション等を活用し解決を図るため「デジタルツインによる持続可能な都市の実現に向けた
連携協定」を2023年に締結しました。豊田市は「豊田市デジタル化強靭化戦略」に基づき積極的な
DXの取り組みを行っており、2022年には「デジタルツイン」の活用検討が開始され、デジタルツイ
ンの早期実現を目指した取り組みが進められています。豊田市との協力関係は、2021年のWRCラリ
ージャパン開催を契機としてスタートしており、弊社が建設DXに寄与する様々なソフトウェア製品
やデジタルツイン等のシミュレーション技術を保有していることから双方の経営資源・ノウハウを最
大限に活用することで持続可能な都市の実現を目指すため、今回の協定締結に至りました。

ラリー・フィンラン
ドの会場でオリバ
ー・ソルベルグ（右）
選手らに記念のトロ
フィーを贈呈した弊
社伊藤社長。

「デジタルツインによる持続可能な
都市の実現に向けた連携協定」締結
式には、豊田市長太田稔彦氏（左）と
フォーラムエイト代表取締役社長 
伊藤裕二（右）が出席。
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愛知県 豊田市・恵那市（ラリージャパン実行委員会）USER
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